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あ

そ
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と

し
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『

文

心

雕

龍
』

に

諧

譌
と

い

う
篇
が

た

て

ら

れ

る

ほ

ど
、

漢
魏

六

朝
の

時
期
に

は
、

遊

戯
的
な

文

学
が

盛

行
し

て

い

た
。

現

存
す

る

そ

れ

ら
の

諸
作
を
一

瞥
し

て

み

る

と
、

奇
妙
な
特

徴
が

あ

る
こ

と

に

気

づ

く
。

そ

れ
は
、

ど

う
い

う

わ

け

か
、

遊

戯
文
学
に

は
、

押
韻、

つ

ま

り

韻
を
ふ

ん

だ

文

が

お

お
い

と

い

う

こ

と
で

あ
る

。

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
の

つ

ぎ
に

、

漢
魏
六

朝

期
に

お

け
る

主

要
な

遊
戯
文

学
の

リ
ス

ト
を

し

め

そ
う

。

［

前

漢
］

王

褒

「

僮
約
」

、

東

方

朔

「

答

客

難
」

、

揚

雄
「

逐

貧

　

　

賦
」

「

酒
瞼
（

箴
ご

「

解
嘲
」

［

後
漢
］

黄
香
「

責
鬚

髯
奴

辞
」

、

蔡
琶
「

短

人

購
」

「

青
衣

賦
」

、

　

　

崔

駟

「

博

徒
論
」

、

載

良

「

失

父

零

丁
」

、

繁

欽

「

嘲

応

徳

　

　

髄
文
」

［

魏
晋

］

曹
植
「

鷂

雀

賦
」

「

釈
愁
文
」

、

麋
元

「

弔
夷
斉
文
」

「

譏

　

　

許

由
」

、

陸
雲

「

牛

責
季
友
」

、

左

思

「

白

髪
購
」

、

石

崇
「

奴

　

　

券
」
、

張

敏
「

頭

責
秦

子

羽
文
」

、

魯

褒
「

銭
神

論
」

、

束
皙

　

　

「

餅
購
」

「

勧
農

賦
」

「

近

游
賦
」

［

南
朝
］

呑
道

元

「

与

呑

公

牋
」

、

袁
淑

「

勧
進

牋
」

「

鷄
九

錫

　

　

文
」

「

驢

山
公

九

錫
文
」

「

大

蘭
王

九

錫
文
」

「

常
山
王

九

命

　
　
必
」

、

孔
稚
珪
「

北

山
移
交
」

、

韋
琳
「

胆

表
※
」

、

沈

約
「

修

　
　

竹
齢

甘
蕉

文
※
」

、

呉

均
「

餅
説
」

「

食

秒
」

「

激

江
神

責

周

　
　

穆
王

璧
」
、

陶
弘

景

「

授

陸

敬

遊
十

賚
文

※
」

、

卞

彬

「

蝦

　
　

蟇
賦
」

「

蚤

虱

賦
」

　
右
の

リ
ス

ト

の

う
ち

、

※

印
を
つ

け

た

も
の

は

無

韻
だ

が
、

そ

れ
以

外
の

作
品

は
、

す
べ

て

韻
を

ふ

ん

で

い

る

（

『

世
説

新
語
』

『

啓

顔

録
』

な

ど

の

小

説
は

、

い

ま

除

外
し

て

か

ん

が

え

る
）

。

な
か

で

も
、

傍
点

を
付
し

た
ジ

ャ

ン

ル

に

注

目

し

よ

う
。

賦

ジ

ャ

ン

ル

の

作
が

比

較
的
お

お
い

が
、

賦
が

押

韻
す
る
の

は

と

う

ぜ

ん

だ
ろ

う
。

と

こ

ろ

が
、

こ

の

リ
ス

ト

を
み

る

と
、

ふ
つ

う
は

韻
を

ふ

ま

な
い

論
や
九

錫
文

、

移
文

、

檄
文
な
ど
の

作
品

で

も
、

押
韻

し

て

い

る
。

つ

ま

り
、

ふ

つ

う
な
ら

押

韻
し

な

い

ジ

ヤ

ン

ル

で

あ

っ

て

も
、

内
容
が

遊

戯
性
を

ふ

く
む

と

き

は
、

な

ぜ

か

韻
を

ふ

ん

で

い

る
の

で

あ
る

。

ど
う

や
ら
、

押
韻
と

遊
戯
性
と

の

あ
い

だ

は
、

な

に

か

し

ら

関

連
が

あ

り
そ

う
だ

。

　
だ

が
、

押

韻
と

遊

戯
性
と
の

関
連
に
つ

い

て

は
、

中
国
の

著

名

な

学

者
、

王

運
熙

氏
が

つ

と

に

お

気
づ

き
に

な
っ

て
、

「

漢

魏
六

朝
的

四

言

体

通

俗

韻
文
」

（

『

古

典
文

学
論

叢
』

第
四

輯

　
斉

魯
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書

社

　
一

九

八

六
）

と

い

う

画
期
的
な

論
考
を
か

か

れ

て

い

る
。

こ

の

王

論
文

の

眼

目

は
、

漢
魏
六

朝

期
に

は
、

「

四

言

体
」

（

四

字

句

を
中

心

と

す
る
）

「

通

俗
」

（

内

容
が

俗
っ

ぽ
い
）

「

韻
文
」

（

韻
を

ふ

む
）

の

三

特
徴
を

も
っ

た
、

「

四

言

体
通

俗
韻
文
」

（

王

氏

の

命
名
に

よ

る
）

な
る

作
品

群
が

お

お
く

か

か

れ
、

そ
れ

ら
は

後
代
の

通
俗

唱
本
の

前
駆

と

な
っ

た

ー
と
い

う

点
に

あ
る

の

だ

が
、

本
稿
と

の

関

係
で

注
口

さ

れ
る
の

は
、

論
中
で

枚

挙
さ

れ
る

「

四

言
体

通
俗

韻
文
」

の

作
例
が
、

右
リ
ス

ト
で

あ
げ
た

諸

作
と

ほ

ぼ

か

さ

な
っ

て

い

る
、

と
い

う
こ

と

だ
。

つ

ま

り
、

王

氏
の

提

起

さ
れ

る

四

言
体
通

俗
韻
文

な
る

も
の

は
、

実

質
的
に

は、

漢
魏

六

朝
の

遊
戯
文

学
の

諸
作
を

包

含
し

て

い

る

の

で

あ
る
〔
「

通

俗
」

の

特

徴
が

、

遊

戯
性

に

つ

な
が

り

や

す
い

の

だ
ろ

う
）

。

す
る

と

王

氏
の

論
は
、

漢

魏
六

朝
の

遊

戯
文

学
が
、

「

四

言
体
通

俗
韻
文
」

、

つ

ま

り

四

言
・

通

俗
・

韻
文
と

い

う
三

つ

の

特
徴
と

密
接

な

か

か

わ
り

が

あ

る

こ

と

を
、

べ

つ

の

方
面

か

ら

指
摘
さ

れ

た

こ

と

に

も

な

ろ
う

。

　

た
だ
こ

の

論
考

中、

王

運

煕

氏

は
、

四

言
体
通

俗

韻
文

の

実

例

捜
求
や

性

質
解
明
の

方

面
で

は
、

卓
抜
な

手
腕
を

発
揮

さ

れ
て

い

る
が

、

四

言
・

通

俗
・

韻
文

の

三

特
徴
を

も
っ

た

諸
作

が
、

な

ぜ

遊
戯

的
な
性

格
を

有
す
る
の

か

に
つ

い

て

は
、

ざ
ん

ね

ん

な
が

ら
、

あ
ま
り

明

確
に
説

明
し

て

く

れ

て

い

な
い

。

そ

の

た

め
、

以

前
に

私
は
王

氏
の

論
に

み
ち
び

か

れ
つ

つ
、

四

言
・

通

俗
・

韻
文

の

う

ち
の

「

四

言
」

に
つ

い

て
、

遊
戯
文

学
と

い

か

な
る

関
係
が

あ

る

の

か
、

若

干
の

私
見
を
の

べ

て

み
た

こ

と

が

あ

る

（

拙
稿
「

漢
末

魏

初
の

遊

戯
文

学
ー
遊
戯
文

学
論
（

六
）

1
」

　
　

「

中
京
大

学
文

学

部
紀

要
」

第
三

八

ー
一

号

　
二

〇

〇
三
）

。

本
稿
で

は
、

そ

れ

に
つ

づ

け
て

、

「

韻
文
」

と

遊

戯
文

学
と

の

関
係
、

す
な
わ
ち
「

遊

戯
文

学
は

、

な
ぜ

韻
文
で

か

か

れ
る
の

か
」

に

つ

い

て
、

い

さ

さ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
の

か
の

推

測
を

の

べ

て

み

た

い

と

お

も
う

。

→

　
ま

ず、

漢

魏
六

朝
の

遊

戯
文

学
の

な
か

か

ら
、

押
韻
し

た

事
例

を

し

め

し

て

み

よ

う
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　

　

　
　
　
　
ヘ
ロ

　
ω

［

黄

香
責

鬚
髯
奴

辞
］

薄
命
爲

擺
、

正

著
子

頤
。

爲
身

評

能

　

　
庇

其

四

体
、

爲
智
不

能
御

其
形
骸

。

癩
鬚
痩
面

、

常
如
死

灰
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
曽
不

如
犬

羊
之

毛

尾
、

狐
狸

之

毫
厘

。

爲
子

鬚
者、

不

亦

難

　

　
乎

。

　

　
ヒ

ゲ

は

運

わ
る

く
も
、

そ

な
た

（

奴

隷
）

の

顎
に

う

ま
れ
つ

　

　
い

て

し

ま
っ

た
。

非
力
な
ヒ

ゲ

で

は
、

身
体
を

ま
も

る
こ

と

　

　
も

で

き

ず、

か

ざ
り

た

て

る

ほ

ど
の

知

恵
も

な
い

。

や

せ

づ

　

　
ら

の

や
せ

ヒ

ゲ

は
、

あ
た

か

も

火

の

気
の

な
い

灰
の

よ

う

で
、

　

　
犬

羊
の

シ

ッ

ポ
、

狐
狸
の

毛

ほ

ど

の

価
値
も

な
い

。

そ
な
た

　

　
の

顔
に

う
ま

れ
つ

い

た

と

は
、

そ
の

ヒ

ゲ

も、

ま
あ

気
の

ど

　

　

く
な
こ

と

で

は

な
い

か
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

 
［

魯
褒
銭

神
論
］

由

是
論
之

、

可

謂

神

物
。

無

位
而

尊
、

無

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

り

　

　

勢
而

熱
。

排
朱

門、

入

紫
闥

。

銭
之

所

在、

危
可

使
安
、

死

　

　

　

　
のソ
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

可

使
活

。

銭
之

所
去
、

貴
可

使
賤
、

生

可
使
殺

。

是

故
忿
諍

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

弁

訟、

非
銭
不

勝
。

孤

弱
幽

滯
、

非
銭

不
拔

。

怨
仇

嫌
恨、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　

　

　

　

非

銭
不

解。

令

問
笑
談
、

非
銭
不

発
。

洛

中
朱
衣
、

当
途
之

士
、

2 一
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愛
我

家

兄
、

皆
無
己

巳
。

執

我
之

手
、

抱
我

終

始
。

不
計

優

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　

　

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　

　

劣
、

不

論

年

紀
。

賓
客
輻

輳
、

門
常

如
市

。

諺
云
「

銭
無

耳、

　

　

　
　

　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　

可

闇

使
」

、

豈

虚

也

哉
。

又

目

「

有

銭

可

使

鬼
」

、

而

況

于

　

人

乎
。

　

　
こ

れ
か

ら

す
る

と
、

銭
は

神
物

と
い

う
べ

き

で

す
。

地

位

　

な

く

し

て

た
っ

と

く
、

権
勢

な
く

し

て

つ

よ

い

の

で

す
。

貴

　

族
の

朱

門
を

お
し

ひ

ら

き
、

朝

廷
の

紫
門
に
も
は
い

れ

ま

す
。

　

銭
が

あ

れ
ば
、

危
険

も
安
全

と

な

り
、

死

者
も
い

き

か

え

り

　

ま

す
。

逆
に

銭
が

な

く
な

れ
ば
、

貴

族
も

卑
賤
の

身
と

な
り

、

　

生

者
も
死

ん

で

し

ま
い

ま

す
。

こ

れ

で

は
、

訴
訟

も

銭
な

し

　

で

は

か

て

ず
、

不
遇

さ

も
、

銭
な

し

で

は

脱
出
で

き
ま

せ

ん
。

　

憤

懣
や

怨
恨

も
、

銭
な

し

で

は

は

ら

せ

ず
、

名
声

や
談
笑
［

の

　

楽
し

み
］

も
、

銭

な
し

で

は

入
手

で

き

ま

せ

ん
。

　

　

洛
中
の

朱
衣

を
ま

と
っ

た

富

豪
や
、

い

ま

を

と

き
め

く

貴

　

人
が
、

わ

が

ア

ニ

キ

（

銭
）

を

愛
す
る

こ

と

は
、

と

ど

ま

る

　

こ

と

が

あ

り

ま
せ

ん
。

ア

ニ

キ
の

手

を

と

り
、

ず
っ

と

だ

き

　

し

め

た

ま

ま

で
、

そ

れ

は

才
の

優
劣

や
歳
の

上

下

も
関

係
な

　

し

で

す
。

客
人

は

ア

ニ

キ

の

も

と

に

お

し

か

け
、

門
前
は

い

　
つ

も
市

を
な

す
い

き

お

い

で

す
。

諺
の

「

銭
に

耳

が

な
い

の

　

で
、

コ

ッ

ソ

リ

な

ん

に
で

も

つ

か

え

る
」

（

？
）

も
、

ま

さ

　

に

か

く

や
と

お

も

わ
せ

ま

す
。

「

銭
が

あ

れ

ば
、

鬼
で

も

こ

　

き
つ

か

え

る
」

と

も
い

い

ま

す
が
、

ひ

と

で

あ

れ

ば
、

い

う

　

ま
で

も
あ

り

ま

す

ま

い
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
り

 
［

陸

雲
牛

責
季

友
］

A
，

子

之

滞
、

年
時

云

暮
。

而

冕
不

易
物
、

　

　

　

　
り

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
じ

　

車
不

改

度
。

子

何
不

使
玄

貂
左

弭
、

薑．

蝉
右
顧
、

令
牛

朝
服

　

　

　

　

　

　

　
つ

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
の

　

青
軒

、

夕

駕

紹
輅
、

望

紫
微
而

風
行
、

踐
蘭
塗

而
安

歩
。

而

　

崎
嶇
隴
坂

、

息

駕

郊
牧

。

玉

容
含
楚
、

孤
牛

在
疾

。

何
子

崇

　
道
与

徳、

而

遺
貴
与

富
之

甚

哉
。

日

月

逝

矣、

歳
聿

其

暮
。

　

嗟
呼
季

友
、

盛

時
可

惜
。

　
［

牛
が

主

人
の

季
友
を

難
詰

し

て
］

…

…

い

ま
、

そ

な

た
（

季

　
友
）

は

立

身
も

か

な
わ

ぬ

ま

ま
、

歳

月

だ

け

が

す
ぎ
て

ゆ

く
。

　

［

出

世
で

き

な
い

の

で
］

冠

冕
も

む

か

し

と

か

わ
ら

ず
、

馬

　

車
も

以
前
の

ま

ま

だ
。

ど

う

し

て

［

冠
を

か

ぶ
っ

て
］

貂
尾

　

を
左

に

た
ら

し
、

蝉
羽

を
右
に

み

る

ほ

ど

［

の

高
官
］

に

な

　

れ
ぬ

の

か
。

牛
た

る

私

に

命
じ

て
、

朝
は

青
車
に

身
を
つ

な

　

ぎ
、

夜
は

貴
人
の

車
を

ひ

か

せ

れ

ば

よ
い

。

王

宮
を
め

ざ

し

　
て

い

そ

が

せ
、

蘭
の

み

ち

を

ゆ

う

ゆ

う

と

す
す

ま

せ

れ

ば

よ

　
い

。

そ

れ

な

の

に

山
の

坂
で

い

き

な

や

み
、

郊

外
で
一

息
い

　

れ
さ
せ

る

と

は
。

そ

な

た

の

お

顔
が

く

る

し

げ
に

ゆ

が

む

と
、

　

孤
牛
た

る

私
も

病
気
に

な
っ

て

し

ま

い

そ

う
だ

。

な
ん

と

ま

　
あ

、

そ

な
た

は

道
と

徳
を
た
っ

と

ぶ

だ

け

で
、

富
や

高
位
を

　
か

ろ

ん

じ

ら

れ

る

こ

と

か
。

日

月

は

す
ぎ

さ
り
、

今

年
も

ま

　

た

く

れ
な
ん

と

す
る
。

あ

あ

季

友
よ
、

い

ま

の

壮
年

を

こ

そ
、

　

大
事
に

さ

れ
よ

。

ω
［

哀
淑
驢

山
公

九

錫
文
］

若

乃
三

軍

陸
邁
、

糧

運
艱

難、

謀

　

　

　

　

　

　

　

　
じ
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　

の

　

臣

停

算
、

武
夫

吟
歎
。

爾
乃

長

鳴
上

党、

慷

慨
応
郡
、

崎

嶇

　

　

　

　

　

　

　
う

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

　
　
　

　ト

　

千
里
、

荷
嚢
致

餐
。

用
捷
大

勲
、

歴

世

不
刊

，

斯
実

爾
之

功

　

也
。

　

　
わ

が

軍
が

陸

を
す

す
む

や
、

食
糧
運

搬
が

難

渋
し

て

し

ま

　
っ

た
。

謀

臣
は

う
つ

手

な
く
、

将
兵
も

な

げ
く

だ

け

で

あ
つ
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た
。

と
こ

ろ

が
、

な

ん

じ

驢
山

公

は

高
地
の

上

党
で

鳴
き
こ

　

　

え
を

あ
げ

る

や
、

意
気
さ

か

ん

に

わ

が

軍

に

応
じ
、

千

里
の

　

　

け

わ

し

き
山

道
も

も
の

か

は
、

荷
ぶ

く
ろ

を

背
お

い
、

食
糧

　

　

を

は
こ

ん

で

く
れ

た
。

か

く

し

て

大

功
を

あ

げ
た

が
、

そ

れ

　

　

は

永
遠
に

不

滅
で

あ

る
。

こ

れ

こ

そ
、

な

ん

じ

の

勲
功

な
る

　

　

ぞ
。

　

ω
「

責
鬚

髯
奴

辞
」

（

前

漢
の

王

褒
の

作
と

い

う

説
も

あ

る
）

は
、

ヒ

ゲ
を

は

や

し

た

奴

隷
を
か

ら

か

っ

た

作
で

あ

る
。

ま

た

吻

「

銭

神
論
」

と

国
「

牛
責

季
友
」

の

二

篇
は
、

諷

刺

の

要

素
も
つ

よ

い

が
、

ユ

ー
モ

ラ
ス

な

内
容
も

ふ

く

ん

で

い

る
の

で
、

こ

こ

で

は

遊

戯
文

学
と

み

な
し

て

い

る
。

國
「

驢

山
公

九

錫

文
」

は
、

「

誹

諧
文
」

と

題
さ

れ
る

遊
戯
文

集
の

な

か

の
一

篇
で

あ

る
。

囲
〜

國

は

い

ず
れ

も
、

銭
や

牛
、

驢
馬

な

ど

を

擬
人

化
す

る

こ

と

に

よ
つ

て
、

こ
っ

け
い

味
を

だ

し

て

い

る
。

　

右
の

四

例
、

い

ず

れ

も
ユ

ー

モ

ラ
ス

な
行

文
の

な

か

で
、

適

宜

に

押

韻
し

て

い

る
こ

と

が

わ
か

ろ

う

（

押

韻
の

判

定

は
、

干

安

瀾

『

漢
魏

六

朝
韻

譜
』

を

参

照
し

た
）

。

も
っ

と

も
、

私

は

音

韻
学

の

素

養
に

と

ぼ
し

い

の

で
、

こ

れ
ら
の

押

韻
し

た

字
を

み
て

も
、

と

く

に

な

に

も
気
づ

か

な

い
。

た

だ
、

ご

く

初
歩

的
な

気
づ

き
と

し

て
、

押
韻
の

し

か

た

が

あ

ま

り

規

則
的
で

な
い
、

と

い

う

こ

と

だ

け

は

指
摘
で

き

そ

う

だ
。

つ

ま
り
、

通

常
な
ら

隔
句

末
字
に

押

韻

す
る
の

だ
が

、

こ

の

原
則

に

忠
実

な

の

は

四
ぐ

ら

い

で
、

そ
れ

以

外
の

例
は

か

な
り

ル

ー

ル

か

ら
ず

れ
て

い

る
。

た

と

え

ば
、

連

続
、

と

き
に

二
、

三

句
と

び

こ

し

て

押
韻
し

た

り

（

ω

吻
の

文
）

、

ま

た

A
・

B
の

二

つ

の

韻
が

交
互

に

き
た

り

（

ω
の

文
）

、

さ

ら

に

は

韻
を
ふ

ん

だ

り

ふ

ま

な
か
っ

た

り

し

て

い

る

（

個
の

文
）

。

よ

く

い

え

ば

融
通
無
礙

だ
が
、

わ
る

く
い

え
ば

混
乱

ぎ
み

と

も
い

え

よ

う
。

　
と

こ

ろ

で
、

こ

こ

で

確

認
も
か

ね

て
、

修
辞

法
と

し

て

の

押
韻

を

説

明
し

て

お

こ

う
。

近

時
に

で

た

修

辞

解
説

書
の

な
か

で
、

と

く

に

詳
細

な

内

容
を

有

す
る

『

漢
語

辞

格
大

全
』

（

広

西

教

育
出

版

杜

　
一

九

九

三
）

か

ら
、

「

押

韻
」

の

項
を

紹
介
し

て

み

よ

う

（

拙

訳
で

し

め

す
）

。

　

　

韻
文

中
に

お
い

て
、

句
の

末
尾

に

韻

母
が

お

な

じ
、

も
し

く

　

　
は

ち

か
い

字
を

、

規
則
的
に

布

置
す
る

こ

と

を

い

う
。

た

と

　

　
え
ば
、

…

（

例
は

略
）

…
の

よ

う
な

も
の

を
い

う
。

こ

の

押

　

　

韻
の

作
用
と

し

て

は
、

語
音
を

和
諧
さ
せ

る

こ

と

が

主
で

あ

　

　
り
、

口

に

の

ぼ

せ

ば

お

ぼ
え

や

す
く

、

ま

た

声

韻
が

回

環
す

　

　
る

よ

う
な

美
し

さ

が

か

も
し

だ

さ

れ

て

く

る
。

…

…

こ

の

押

　

　

韻
は

韻
文
の

特

徴
で

あ

り
、

一

定
の

や
り

か

た

が

あ
る
の

だ

　

　
が
、

ふ
つ

う
に

は

修
辞
法

と

み

な

さ
な
い

。

　

押

韻
を
あ

ら

た

め

て

説
明

す
れ

ば
、

右
の

よ

う
に

な
ろ

う
。

た

だ
、

こ

の

押

韻
は
、

あ

ま

り

に

も

普

遍
的

す
ぎ
た

た

め

だ

ろ

う
か

、

右
の

説
明

で

も

「

ふ

つ

う
に

は

修

辞
法
と

み

な
さ

な
い
」

と

あ

る

よ

う

に
、

あ

ま

り

修

辞
法
と

は

意
識

さ
れ

な
か

つ

た

よ

う
だ

。

そ

の

た

め
、

近
現

代
の

修

辞

学
の

書

物
で

は
、

修

辞
の

「

技

法
」

と

し

て

と

り

あ
げ
ら

れ

る

こ

と

は
、

む

し

ろ

す
く

な

か

っ

た
。

右
の

解
説

は
、

め

ず
ら

し

い

例

な

の

で

あ
る

。

そ
れ

は
、

水

や
お

茶
は

、

レ

ス

ト

ラ

ン

で

は

料

理

と

し

て

メ

ニ

ュ

ー

に

の

っ

て

い

な
い

の

と
、

お
な
じ

こ

と

だ

と
い

っ

て

よ

か

ろ

う
。
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だ

が

い

っ

ぼ
う

で
、

水
や
お

茶
が

ど
こ

で

も
の

ま

れ
る

よ
う

に
、

こ

の

押

韻
は
、

古
代
の

各

種
文

献
に

お

い

て
、

意
外

な

ほ

ど

の

広

範

囲
で

活
用

さ
れ

て

い

る
。

清

の

杜
文

瀾

『

古
謡
諺
』

に

お

さ

め

る
、

民

間
に

流

布
し

た

古
謡
や

古
諺
の

た

ぐ
い

は
、

そ

の

お

お

く

が

韻
を
ふ

ん

で

い

る

し
、

ま
た

思
想

的
な

内
容

を
も
っ

た

書
物
、

た

と

え

ば

『

老

子
』

や

『

墨
子
』

『

易

経
』

の

一

部
な

ど

で

も
、

ま
ま

押

韻
さ

れ

て

い

る
。

伝
達

手
段

が

凵

頭
に

よ

る

こ

と
が

お

お

か
っ

た

古

代
で

は
、

こ

の

「

11
に

の

ぼ

せ

ば
お

ぼ

え

や

す
」

い

押

韻
は
、

口

誦
や

記
憶

を
す

る

さ

い
、

ひ

じ
ょ

う

に

効

果
的
だ
っ

た

か

ら

で

あ

る

（

押

韻
の

第
一

の

効

果
）

。

こ

の

効
果

を

も
っ

と

も

活

用
し

た

の

は
、

も

ち
ろ

ん

文

学

作

品
で

あ
っ

た
。

『

詩

経
』

な

ど
、

古

代
の

詩
歌

の

た

ぐ

い

は

も
ち
ろ

ん
、

賦

や

頌
の

ジ

ャ

ン

ル

で

も
、

口

誦

や

記
憶

を
便

な
ら

し

む

る

技

法
と

し

て
、

ひ

ろ

い

範

囲
で

活

用
さ

れ
て

き
た

の

で

あ
る

。

　
く

わ

え

て
、

六

朝
期
の

文

人

た

ち

に

な

る

と
、

押

韻
の

な

か

に
、

文

学
性

を

た

か

め

る

は
た

ら

き

も
、

み

と

め

た

よ

う

だ
。

『

文

心

雕

龍
』

総
術

篇
に

、

「

い

ま

世

間
で

い

わ

れ

る

こ

と

ば

に
、

文

と

筆
と

が

あ

る
。

お

も

う
に
、

韻
を

ふ

ま

ぬ

も

の

が

筆
で
、

韻
を

ふ

む

も
の

が

文
な

の

だ

ろ

う
」

と

あ

る
。

こ

の

よ

う

に
、

当

時
は

あ

ら

ゆ

る

文

学
を

「

文
」

と

「

筆
」

の

二

種
に

わ

け

て

い

た

が
、

六

朝
文

人
た

ち
は
、

押
韻
し

た

「

文
」

の

ほ

う

を
、

と

く

に

重

視
し

て

い

た
。

つ

ま

り
、

押

韻
し

た

「

文
」

は
、

高
級

な

純
文

学
で

あ

っ

て
、

無

韻
の

実

用
的

な
「

筆
」

と

は
一

線
を

画

す
べ

き

だ

と
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
む

か

ん

が

え
て

い

た

よ

う

な
の

で

あ

る
。

押
韻
が

も

た

ら
す

「

声

韻

が

回

環

す
る

よ

う

な

美
し

さ
」

も
、

「

文
」

の

高
雅

な

印
象

を

た

か

め

た
の

だ
ろ

う
。

す
る

と

押

韻
に

は
、

文

学
性

を

た

か

め

る

は

た

ら

き
も
、

あ
っ

た

と

い

っ

て

よ

さ
そ

う

だ

（

押
韻
の

第
二

の

効

果
）

。

　
こ

の

よ

う

に

か

ん

が

え

る

と
、

遊

戯

文

学
が

押

韻

さ

れ

て
、

「

文
」

の

仲

間
に

は

い

っ

て

い

る

理

由

も
、

多
少
わ

か
っ

て

き
そ

う

だ
。

つ

ま

り

遊
戯

文

学
は

、

や

や

も

す
れ

ば
か

る

く
み

ら

れ

や

す
か

っ

た
の

で
、

押

韻
す

る
こ

と

に

よ
っ

て
、

そ

の

文

学

的
価

値

を
た

か

め

よ

う

と

し

た

の

で

は

な

い

だ

ろ

う
か

。

当

時
の

遊
戯
文

学
の

作

者
た

ち
の

脳

裏
で
、

多
少

と

も

そ

う
し

た

心

理

が

は

た

ら

い

た

だ

ろ

う
と

推
測
さ

れ

る
．

　

だ

が
、

漢
魏
六

朝
の

遊

戯
文
学
が

押
韻
し

て

い

る
の

は
、

た

だ

そ

れ

だ

け

が

理

由
で

は

な
い

。

こ

こ

か

ら

が
、

本
論
に

は

い

っ

て

く
る
の

だ

が
、

私
は
、

右
の

二

効
果
以

外
、

押

韻
に

は

遊

戯
性
を

か

も
し

だ

す
は

た

ら

き

も
あ

り

（

押

韻
の

第
ゴ
、

の

効
果
）
、

遊
戯

文
学
の

作

者
た

ち

は
、

そ

れ

を
し

っ

て

お

れ

ば
こ

そ
、

意
識
し

て

韻
を

ふ

ん

で

い

っ

た

の

で

は

な
い

か
、

と

か

ん

が

え

る

の

で

あ

る
。

　
こ

の

仮
説

に

し

た

が
っ

て
、

ま

ず
は

上

古
か

ら

み

て

ゆ
こ

う
。

す
る

と
、

最
初
の

文

学

作
品
と

さ

れ
る
『

詩

経
』

の

詩
に

お

い

て
、

す
で

に

遊

戯
的
な

押

韻
を
し

て

い

る
の

に

気
づ

く
。

た

と

え
ば

、

亡

き

鈴
木
修
次

氏
は
、

『

詩

経
』

周

南
辛
菖
の

詩
を

と

り

あ

げ
て
、

そ

こ

で

の

押

韻
は
、

ご

ろ

あ

わ

せ

の

興
味
に

よ

る

も
の
、

つ

ま

り

遊

戯
ふ

う

意
図
に

よ

る

押

韻
だ
っ

た

ろ

う
と

推
測
さ

れ

て

い

る
。

5

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society of Chinese Literature of the Middle Ages

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Chlnese 　Lrterature 　of 　the 　Mlddle 　Ages

　
 
［

中

国
古

代
文

学
論
］

采
采

罘
苜
、

薄

言
采
之

。

采
采

茉
苜
、

　
　

　

　
ト
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　ロ
　
　
　

　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
ド

　
　

薄
二『
口

有
之

。

采

采

茉
苜

、

薄
言

綴
之

。

采
采
仲

不

苜、

薄｝ゴ．
口

持

　
　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　

ム
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　

ド

　
　

之
D

采
采

某
菖

、

薄

言
袖
之

。

采

采
茉

菖、

薄
言

襭
之

。

　
　

　

お

お

ば
こ

　
つ

も

う

　
さ
あ

さ

　
つ

も
う

よ

　
お
お

ば

こ

　
　

　
つ

も

う

　
さ

あ
さ

　
と

ろ

う
よ

／
お

お
ば
こ

　
つ

も
う

　
　

さ
あ

さ

　
ひ

ろ

お

う

　
お

お

ば
こ

　
つ

も

う

　
さ

あ
さ

　
も

　
　

こ

う
よ

／
お

お

ば
こ

　
つ

も

う

　
さ
あ

さ

　
つ

つ

も

う

　
お

　
　

お

ば
こ

　
つ

も

う

　

さ
あ

さ

　
つ

ま
ば
さ

も

う

　
　

　

［

こ

の

詩

は
凵

「

采
之
」

「

有
之
」

（

複

合

語
）

を
、

「

綴

　
　

　

　

ら

つ

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

け

つ

　

　
　

　
　

　
げ

つ

　
　

之
」

「

将

之
」

に
、

ま
た

「

桔
之
」

「

襭

之
」

に

変
え
、

つ

　
　

み

と

る

と

い

う
こ

と

ば

に

関
連
し

た

こ

と

ば

を
、

ご

ろ

あ
わ

　
　

せ

の

ゲ

ー
ム

の

よ

う

に

つ

ぎ
か

ら
つ

ぎ
へ

と

選

ん

で
、

ち
ょ

　
　
っ

と

し

た

変

化
を

楽
し

ん

で

い

る
。

　
　

　

こ

の

う

た

よ

り

も

素

朴
な
様
式
の

う

た

は
、

も

は

や
ほ

と

　
　

ん

ど

あ

り

え

な
い

と

思
え

る

ほ

ど
、

き

わ

め

て

素

朴
な

作
品

　
　

で

あ
る

。

い

わ

ば

こ

れ
は
、

ご

ろ

あ
わ

せ

の

遊
戯
だ

。

押
韻

　
　

の

ご

く

素

朴
な

段

階
は
、

ご

ろ

あ

わ

せ
の

興

味

に

あ
っ

た

と

　
　

考
え
ら

れ

る

が
、

そ

の

原
始
の

姿
を

模
式

的
に

示

す
作
品

で

　
　

あ

る
。

韻
の

ひ

び

き

あ
い

の

く

ふ

う
だ

け
に

お

い

て
、

や
っ

　
　

と

文

学
に

な
か

ま
い

り

し

た

と

も

い

う
べ

き
、

幼
い

う

た

で

　
　

あ

る
。

（

角

川

書
店

　
一

九

七

七

　

七

九

〜

八
一

頁
）

　

も

う
ひ

と

つ
、

詩

歌
に

準
じ

る

民

間
の

ふ

る

い

韻
文

と

し

て
、

謡

言

と

か

謠

辞
と

か

よ

ば

れ
る

も
の

が

あ
る

（

前

出
）

。

こ

れ

は

世

間
に

ひ

ろ

ま
っ

て

い

る

う

わ

さ
や
、

そ

れ

に

も

と

つ

く
は

や
し

歌

な

ど

を

さ

す
。

こ

れ
ら
で

の

押
韻
は
、

〔

さ

き
の

『

詩

経
』

の

詩
と

も
ど

も
〕

凵

誦

や
記

憶
の

便
の

た

め

と

い

う

理

由
が

お

お

い

（

第
一

の

効

果
）

。

だ
が

同
時

に

庶

民
の

う

さ

ば
ら

し

と

い

う

性

格
も

あ
わ
せ

も
つ

て
い

る
の

で
、

か

ら

か

い

を

意
図
し

た

遊

戯
ふ

う
な

押
韻
も

、

ま

ま

み
う
け

ら
れ

る
。

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

の

［

春

秋
左

氏

伝

宣
公
二

年
］

［

宋
凵

城

者
謳
目
、

「

蹕
其

目
、

　

ー
　
　

　
　凸．〕
　

　

　
　

　
　

O

　
　
iIbII

」
「

　

　
　
　

　
　
●

　

　

幡

其

腹
、

棄

甲

而

復
。

于

思

于

思
、

棄

甲

復
来
」

。

［

注
］

　

　

蹕
、

出
目

。

蟠
、

大

腹
。

棄
甲

、

謂
亡

師
。

于

思
、

多
鬢
之

　

　

貌
。

○
于

思
、

如
字

。

又

西

才
反

。

　

　

宋
の

労
働

者
た

ち
は

［

敗
亡

し

て

き
た

華
元

を
］

は

や
し

た

　

　

て

た
。

「

［

華
元
の

大
将
は
］

お

目

め

が

で

っ

か

い

そ
、

お

　

　

腹
が

ぶ
っ

と
い

そ
。

よ

ろ
い

を
す
て

て

ト

ン

ズ

ラ

ぞ
。

お

鬚

　

　

は

も
じ

ゃ

も
じ

ゃ
、

お

足

は

ト
ン

ズ

ラ

じ

ゃ
」

。

　

戦
争
で

ま
け

て

か

え
っ

て

き

た

華
元

に

対
し

、

労
働

者
た

ち

が

か

ら
か
っ

た
、

遊
戯
ふ

う
は

や
し

歌
で

あ
る

。

傍

線
を

付
し

た
「

干

思

于

思
」

の

「

思
」

字
は

、

注
釈
に

よ

る
と

「

西

才
反
」

と
あ

る

か

ら
、

シ

で

は

な

く
サ

イ
で

あ

り
、

し

た

が
っ

て

「

于

思
于

思
」

は
、

ウ

サ
イ

ウ
サ
イ

と

も
よ

め

る
。

す
る

と
、

こ

の

謡

言
は
、

目

モ

ク
・

腹
フ

ク
・

復
フ

ク

が

押
韻
し

、

思
サ

イ

と

来
プ

イ
と
が

韻

を

ふ

ん

で

い

る

こ

と

に

な
る

。

こ

の

押
韻
を
い

か

し

て
、

右
は

シ

ャ

レ

ふ

う
に

訳

し

て

み

た

が
、

要
す
る

に
、

こ

こ

で

は
、

ご

ろ

あ

わ

せ

ふ

う
押

韻
に

よ
っ

て
、

か

ら
か

い

を

意
図
し

て

い

る

よ

う
だ

。

　

さ
ら
に

、

つ

ぎ
の

ω
の

魯
の

謡
言
と

も
な

る

と
、

こ

れ
は

も

う

降
参
で

、

と

て

も

シ

ャ

レ

ふ

う
に

翻

訳
で

き
な
い

が
、

や
は

り

謡

言
の

各
所

で

ご

ろ

あ

わ
せ

ふ

う
の

押

韻
を
し
ザ

＼

戦

争
に

や
ぶ

れ

た

臧

絵
を
か

ら

か
っ

て
い

る
。
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ω

［

春

秋
左

氏

伝

襄
公

四

年
］

［

魯
］

国
人

誦

之

日
、

「

臧

之

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

ら

　

　
　
　
　
　

　
　
じ

　

　
　
　
　
　

　
　
　

　

　

狐

裘、

敗

我
於

狐
駘

。

我
君
小

子
、

朱

儒
是
使

。

朱

儒
朱

儒
、

　

　

　
　

　

　
　

　

　

使

我

敗
於

邪
」

。

［

注
］

臧

訖

時

服

狐

裘
。

襄
公

幼
弱
、

故

　

　

日

小

子
。

臧

訖
短

小
、

故
口

朱

儒
。

　

　

魯

国
の

人
び

と
は

［

戦
敗
し

た

臧
紘
を

］

は

や

し

た

て

た
。

　

　

「

臧
維
さ

ん

狐

裘
を

き
て
、

狐

駘
の

地

で

ま

け

た

と

さ
。

お

　

　

さ

な
い

襄
公

さ
ま

、

ち
い

さ

な

臧
訖
さ

ん

を
つ

か

っ

た

が
、

　

　

ち
い

さ
な

ち
い

さ

な

臧
紘
さ

ん
、

郊
の

国
に

ま

け

た

と

さ
」

。

　

こ

の
、

民
間
由

来
の

ご

ろ

あ

わ

せ

ふ

う

押
韻
を
、

本

格
的
に

活

用
し

た

人

び

と

が
、

先
秦

や

前
漢
に

活
躍

し

た

幇
間
や

宮

廷
文

人

た

ち

で

あ
っ

た
。

以

下

に

し

め

す
の

は
、

先
秦
の

 
淳
于

髭
の

弁

舌
と
、

◎
宋
玉

「

登

徒
子

好
色
賦
」

の
一

節
で

あ
る

。

　

 

［

史

記
滑

稽
列

伝
］

斉
の

威
王

は
、

長
夜
の

宴
を
こ

の

ん

で

　

　
い

た
。

あ
る

と

き

後
宮
で

酒

宴
を
ひ

ら
く

や
、

威
王

は

淳

干

　

　

髭
に

も

酒

を
た

ま

わ

り
、

「

先
生

は

ど

れ

く
ら
い

酒
を

の

め

　

　

ば
、

よ
つ

ば

ら

う
か
」

と

た

ず
ね
た

。

す
る

と

淳

干
髭
は
、

　

　

威
土

に

む

か
っ

て

つ

ぎ
の

よ

う

に

弁
じ

た

の

で

あ

る
。

　

　

…

…

若
乃

州

閭
之

会
、

男

女
雑
坐

、

行

酒
稽
留

、

六

博
投
壺

、

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
ドぬ
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　ドし

　

　

相
引

為
曹
、

握
手

無

罰
、

目

胎

不

禁
、

前

有
墮
珥

、

後
有
遺

簪
。

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　

髭
窃

楽
此
、

飲
可
八

斗、

而

酔
二

参
。

日

暮
酒
闘
、

合
尊

促

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　
　

　

　

　

　
　

　

　

　
　
　

　

　

　

　
　

　

　

坐
、

男
女
同

席
、

履
罵
交
錯
、

杯
盤

狼
藉
、

堂

上

燭
滅
、

主

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　
　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　
　
　
　

　
　

　

　

　
　
　

　

　

　

　
へ

　

　

人
留

髭
而

送

客、

羅

襦
襟

解、

微
闘

蘇
沢

。

当

此
之

時
、

髭

　

　

　
　

　

　

　
　

　
つ

　
　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　
へ

　

　

心

最

歓、

能

飲
一

石
。

故

日
　「

酒
極

則

乱
、

楽
極

則

悲
」

。

　

　

万

事
尽

然
。

言

不
可

極
、

極
之

而

衰
。

　

　

…

…

村
里
の

集
会
で

、

男
女
が

い

り

ま

じ
っ

て

す
わ

り
、

酒

　

を
の

ん

で

ひ

き
と

め

あ

う
。

ま
た

六

博
や
投
壺

を
し

て

あ

そ

　

び
、

た

が

い

に

仲

間
と

な

る
。

女
性
の

手
を

に

ぎ
っ

て

も
し

　

か

ら

れ
ず
、

ジ
ッ

と

み
つ

め

て

も

よ
い

。

ま

え

に

は

耳
か

ざ

　

り

が

お

ち
、

う
し

ろ

に

は

簪
が

お

ち
て

い

る

ー
こ

ん

な

状

　

態
に

な
る

と
、

髭
め

は

よ

ろ

こ

ん

で
、

八

斗
ほ

ど
も

酒
を
の

　

み
、

す
こ

し

よ

っ

ば

ら
っ

て

き
ま

す
。

日

ぐ

れ
と
な
っ

て

酒

　

が

ゆ

き
わ

た

り
、

酒
だ

る

を

あ

つ

め

膝
を
つ

き
あ
わ

す
。

男

　

女

が

同

席
し

、

履
物
が

い

り

ま

じ

る
。

杯
や

食
器
が

ち
ら

か

　

り
、

堂
上

の

明

か

り

も

き
え

た
。

主

人
の

美
女
が

私
だ
け

を

　

ひ

き

と

め
、

ほ

か

の

客
人

は

お

く

り

だ
す

。

美
女
の

う

す
い

　

下

着
の

襟

は

は

だ

け
、

ほ

の

か

に

香
り

が
た

だ
よ
っ

て

く

る

　

　

　
こ

う

し

た

と

き

に

な
っ

て
、

髭

め

は

も
っ

と

も
う
れ

し

　

く

感
じ
、

一

石

の

酒
も
の

ん

で

し

ま
い

ま

す
。

で

す
か

ら
「

酒

　

が

す
ぎ
る

と

み

だ

れ
、

た
の

し

み

が

す

ぎ
る

と
か

な
し

く
な

　

る
」

と
い

う
の

で

す
。

万

事

は

こ

の

よ

う

で

あ
り
、

物

事
と

　

い

う

も
の

は

す

ぎ
て

は

な
ら

ず
、

す
ぎ
る

と

ダ
メ

に

な
る

と

　

い

う

わ

け

で

す
。

團
［

宋
玉

登

徒
子

好
色

賦
］

登

徒
子

則
不

然
。

其
妻

蓬
頭

攣
耳
、

齦
脣
歴

粛
。

旁

行
齲

僂
、

又

疥
且

痔
。

登

徒
子

悦
之

、

使
有

五

子
。

王

孰
察
之

、

誰
為
好

色

者

矣
。

登

徒
子

は

ち

が

い

ま

す
。

か

れ
の

妻
は

、

蓬
の

よ

う
な

み

だ

れ

髪
に
つ

ぶ

れ

た

耳
、

唇

が

み

じ

か

く

て

歯
が
か

く
れ

ず
、

そ
の

歯
は

ま

た

ま

ば

ら
。

よ

ろ

よ

ろ

あ

る

き
の

ま

が
っ

た

身

体
で
、

か

さ

ぶ

た

だ

ら

け
の

痔
病

も
ち

で

す
。

と
こ

ろ

が
、

登

徒
子

は

そ

ん

な
女

を

か

わ

い

が

り
、

五

人

も
子

供
を

う
ま
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せ

て

い

ま

す
。

王

様
、

よ

く
お

か

ん

が

え

く

だ

さ
い
。

い

つ

　

　
た
い

だ

れ

が

色
こ

の

み
で

し
ょ

う

か
。

　

こ

の

二

例
、

い

ず

れ

も

品
の

わ

る

い

ユ

ー
モ

ア

に

み

ち

て

い

る

が
、

こ

こ

で

も
押

韻
が

利
用

さ

れ

て

い

る

こ

と

に

注

意
し

よ

う
。

こ

こ

で

の

押

韻
は
、

ご

ろ

あ

わ

せ

と

い

う

よ

り
、

シ

ャ

レ

と

い

つ

た

ほ

う

が

い

い

か

も
し

れ
な

い
。

な

か

で

も
、

◎
「

好

色

賦
」

で

の

シ

ャ

レ

は

お

も

し

ろ

い
。

傍
線
部

だ

が
、

耳
の

ジ

と

歯
の

シ

に

つ

づ

け
て
、

お

尻
の

病

気
た

る

痔
の

ジ

を

つ

づ

け

た

あ

た

り

は
、

意
表
を
つ

い

た

韻
の

ふ

み
か

た

で

あ

り
、

当
時
の

人

び

と
は

お

そ

ら

く
、

こ

の

部

分
で

ド

ッ

と

笑
い

こ

え

を
あ

げ
た

こ

と

だ
ろ

う
。

こ

の

よ

う
に
、

品
の

わ

る
い

シ

ャ

レ

を

乱
発

し

て

笑
い

を
と

る
の

が
、

常
間
や

宮
廷
文

人
た

ち

の

と

く

い

技
だ
っ

た

の

で

あ

る
。

　

そ
し

て
、

そ
の

種
の

シ

ャ

レ

の

空

前

絶
後
の

天

才

が
、

前
漢
武

帝
期
の

宮
廷

で

活

躍
し

た

「

滑

稽
の

雄
」

、

東

方
朔

で

あ
っ

た
。

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
つ

　

10
［

漢

書
東
方
朔

伝
凵

上

令

倡
監
榜

舍
人
、

舍
人

不

勝
痛

、

呼
譽

。

　

く
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　　
ハワ
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　

　

朔

笑
之

日
、

「

咄
、

口

無
毛
、

声

警
警
、

尻
益

高
」

。

舍

人

　

　

恚

日
、

「

朔

擅

詆

欺
天

子

従

官、

当

棄

市
」

。

上

間

朔
、

「

何

　

　

故

詆
之
」

。

対

日
、

「

臣

非
敢
詆
之
、

乃
与

為
隠
耳
」

。

上

日
、

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

　

「

隠

云

何
」

。

朔

日
、

「

夫

口

無

毛

者
、

狗

實

也
。

声

警

警

　

　
　

　

　

　
　

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

　

　

者
、

鳥
哺

轂
也

。

尻
益

高

者
、

鶴

俛
啄
也
」

。

舍
人

不
服

。

　

　

因

日
、

「

臣

願

復
問

朔

隠
語

、

不

知
、

亦

当

榜
」

。

即

妄

為

　

　
　

　

　

　
　

　

　
ハ

　
　
　
　
　

　
　
ハ

　
　
　

　
　
　
　
ム

　

　
　
　
　
　

　
ム

　

　

諧

語

日
、

「

令

壺

齟
、

老

柏
塗
、

伊
優
亜

、

猛

吽
牙
。

何
謂

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　
ム

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

ム

　

　

也
」

。

朔
日
、

「

令

者
、

命
也

。

壺

者
、

所
以

盛
也

。

齟

者
、

　

　
　

　
ム

　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
ム

　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
ム

　

　

歯

不

正

也
。

老

者
、

人

所
敬
也

。

柏

者
、

鬼
之

廷

也
。

塗
者
、

　

　
　

　
ム

　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　
ム

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
ム

　

　

漸

洳

径
也

。

伊
優
亜

者
、

辞
未

定
也

。

猛
吽
牙

者
、

両

犬

争

也
」

。

舍
人
所

問
、

朔
応

声

輒
対

。

変

詐
鋒
出
、

莫
能

窮
者
、

左

右
大

驚
。

上

以
朔

為
常
侍
郎
、

遂

得
愛

幸
。

　
そ

こ

で

主

上

（

武

帝）

は

倡
監
に

命
じ

て

舎
人

を

鞭
う
た

せ

た
。

舎
人

は

い

た

さ

に

た

え

ず、

ホ

ウ
と
さ

け
ん

だ
。

朔

が

わ

ら
っ

て
、

「

ヘ

ヘ

ソ
、

口

に

毛

も
な

い

の

に
、

声
だ

け

は

囂
々
、

尻

は

［

う
た

れ

る

た

び

に
］

ま
す
ま

す
た
か

く

な

る

ぞ
」

と

い

う
と

、

舎
人
が

お

こ

っ

て
、

「

朔
は

天

子
の

従

官
た

る

臣
を

か

ら
か

い

ま

し

た
。

さ
ら

し

首

に

す
べ

き
で

す
」

と

い

っ

た
。

主
上

が

朔
に

「

な

ぜ

か

ら

か
っ

た

の

か
」

と

た

ず
ね

る

と
、

朔
は

「

臣

は

か

ら

か
つ

た

の

で

は

な

く、

な
ぞ

か

け

を
し

た

だ

け
で

す
」

と
い

っ

た
。

・
王

上

が

「

そ
の

な
ぞ

は
、

ど

う

い

う

意
味
か
」

と
い

う
と

、

朔
は

「

は

い
。

〈

口

に

毛
も

な
い
〉

と

は
、

狗
の

く

ぐ
り

穴

で

あ

り

ま

す
。

〈

声

だ
け

は

囂
々
〉

と

い

う
の

は
、

鳥
が

ひ

な

に

餌
を

や
る

こ

と

で

す
。

〈

尻
は

ま

す
ま

す
た

か

く

な
る
〉

と

は
、

鶴
が

う
つ

む

い

て

餌
を
つ

い

ば
む

こ

と

で

す
」

と

い

っ

た
。

　

舎

人

は

こ

れ

に

納

得
せ

ず
、

「

臣
の

ほ

う
か

ら

も
、

朔
に

な

ぞ
か

け

を
さ

せ

て

い

た

だ

き
た

い
。

も

し

応
対

で

き
な

か

っ

た

ら
、

朔

も
鞭
う

た

れ

ね

ば
な

り

ま

せ

ん
」

と

い

っ

た
。

そ

し

て

す
ぐ
、

で

ま

か

せ

の

ご

ろ

あ

わ

せ

を

口

に

し

た
。

「

令

壷

齟
、

老

柏
塗

、

伊
優
亜
、

猛
吽
牙
。

こ

れ

は

な
ん
の

こ

と

か
」

。

す

る

と

朔
は

、

「

令
は

命
令
で

す
。

壷

は

物

を

も

る

も
の

。

齪
は

歯
が

く
い

ち

が

う

こ

と
。

老
は

う
や
ま

わ
れ

る

も
の

。

柏
は

鬼
が

い

る

松
柏
の

庭
。

塗
は

じ

め

じ
め

し

た

径
。

伊
優
亜

は
、

ま

だ
こ

と

ば

に

な
っ

て

い

な
い

音
声
。

猛

吽
牙

8
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は

二

匹
の

犬

の

う

な
り

声
で

す
」

と

応
じ

た
。

　

　

　
こ

の

よ

う

に
、

朔
は

舎
人
の

な
ぞ
か

け
に
、

う
て

ば
ひ

び

　

　
く

よ

う

に

応
対
し

た
。

そ

の

機

略
た

る

や
、

じ

つ

に

す
る

ど

　

　

く
、

こ

れ

を

と
つ

ち

め

ら

れ

る

者
は

だ

れ
も
い

な
か
っ

た

の

　

　
で

、

左

右
の

者
は

お

お
い

に

お

ど

ろ

い

た
。

か

く
し

て

主
上

　

　
は
、

朔
を

常
侍
郎

に

任
命
し
、

寵
愛

さ
れ
る

よ

う
に

な
っ

た

　

　
の

だ
っ

た
。

　

右
の

例
、

各

所
に

韻
母

が

お

な
じ

字
が

ち

り

ば

め

ら

れ
て

お

り
、

ま

さ

に

滑
稽
の

雄
だ

け

に

可

能
な
、

シ

ャ

レ

の

饗
宴
だ
と

い

つ

て

よ

い
。

即
興

に

よ

る

で

ま

か

せ

で

も
、

こ

れ

だ

け
の

シ

ャ

レ

発
言

が

で

き

る

と

い

う

の

は
、

や
は

り

希

有
な

才

能
に

ち
が

い

な
い

。

た

だ

こ

の

東

方
朔

の

発

言
、

よ

く
み

る

と
、

内

容
は

こ

じ
つ

け
が

お

お
い

し
、

韻
の

ふ

み

か

た

も

不
規

則
で
、

お

な
じ

音
で

あ

り

さ

え

す
れ

ば
よ

い
、

と

い

う

程
度
の

も

の

に

す

ぎ
な
い

。

つ

ま

り
、

こ

の

期
の

幇

間
ら

の

押

韻
は
、

詩
歌
の

押

韻
と

は

ち
が
っ

て
、

て

あ

た

り

し

だ

い

の

シ

ャ

レ

で

あ

り
、

お

ど

け

で

あ

り
、

そ

し

て

あ

そ

び

だ
っ

た

と

い

っ

て

よ

か

ろ

う
。

　
六

朝

期
に

は
い

っ

て

も
、

同
種
の

事

例
が

た

く

さ
ん

の

こ

っ

て

い

る
。

六

朝
の

押

韻
の

あ

そ

び

と
い

う

と
、

す
ぐ

和
韻
の

詩
が

連

想
さ

れ
よ

う
。

す

な
わ

ち

六

朝
貴

族
た

ち

は

当
時
、

文

学
サ
ロ

ン

の

な

か

で
、

あ

そ

び

と

し

て

五

言

詩
を

同

作
し

あ
っ

て

い

た

が
、

そ
の

さ

い
、

故

意
に

特
定
の

韻
を

ふ

ん

だ

り
、

ま

た

同
一

の

韻
を

つ

か

っ

た

り

し

て

い

た
。

か

れ

ら

は
、

こ

う
し

た

和

韻
の

詩
を

唱

和
す
る

こ

と

に

よ
っ

て
、

た

の

し

ん

だ

り
、

相
互

の

連

帯
感
を

ふ

か

め

た

り

し

て

い

た

わ

け
だ

。

た

だ
、

こ

れ

ら
の

押

韻
の

あ

そ

び

に

つ

い

て

は
、

す
で

に

先

学
に

詳
細

な
ご

研

究
が

あ
っ

て
、

い

ま

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ゆ

さ
ら

贅

言
を

弄

す

る

ま

で

も

な
い

。

　
た

だ
、

先

学
が

主

要
な
題

材
と

さ

れ
た

五

言
詩
の

事

例
は
、

あ

そ

び

と

は
い

っ

て

も
、

や
や
高
級

な
も

の

に

属
す
る

。

本

稿
で

は
、

そ

れ
ら

よ

り

あ

そ

び
の

度
が
つ

よ
い

事
例

を
、

書
面
の

も
の

と

口

頭
の

も
の

と

を
区

別

せ

ず
、

ラ

ン

ダ
ム

に

紹
介
し

て

み

よ

う
。

　

 

［

世
説

新
語

言
語
］

謝
太

傅
寒
雪
日

内

集、

与

児

女
講
論
文

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

義
。

俄
而

雪

驟
、

公

欣

然
日
、

「

白

雪

紛

紛

何

所

似
」

。

兄

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

子

胡
児

『
、

「

撒
塩

空

中
差

可

擬
」

。

兄
女

日
、

「

未
若

柳

絮

　

　

　

　
つ

　

　

因
風

起
」

。

公

大

笑
楽
。

　

　

謝
安
が

さ
む

い

雪
の

日

に

身
内
の

者
を

あ

つ

め
、

子

ど
も

た

　

　
ち

と

文

学
の

議

論
を
し

て

い

た
。

そ
こ

へ

急
に

雪
が

ふ

り

だ

　

　
し

た

の

で
、

謝
公

は

よ

ろ

こ

ん

で
、

「

白
雪

の

紛
々

た

る

さ

　

　

ま
は
、

な

に

に

似
る

か

な
」

と

い

っ

た
。

す

る

と
、

兄
の

子

　

　
の

謝
拠
が

「

塩

を
空
に

ま

け

ば
、

す
こ

し

似
て

い

ま

す
」

と

　

　
い

い
、

兄
の

娘
の

謝
道
蘊
は

「

柳
絮
が

風

に

ま

う
よ

う
す
に

　

　

は
、

お

よ

び

ま

せ

ん
」

と

こ

た

え
た

。

公

は

お

お

い

に

わ

ら

　

　
っ

て
、

た
の

し

ん

だ
の

だ
っ

た
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

こ

の

 
は
、

い

わ

ば

聯
句
の

応

酬
に

相
当
し

よ

う
。

謝

安
の

発

言
も

、

ふ

た

り

の

子

ど
も
の

返

答
も

、

と

も
に

イ

の

音
で

押
韻
し

て

い

る
。

　一

族
の

子

ど

も
が

、

押
韻
し

た

七

言
句
で

応
じ

て

く

れ

た

の

で
、

謝

安
は

即
興

で

の

あ

そ

び

と

は

い

え
、

「

大

い

に

笑
い
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楽
し

め

り
」

と

よ
ろ

こ

ん

だ
の

で

あ
る

。

こ

の

話
、

で

き
す
ぎ
の

感

が

し

な

い

で

も
な

い

が
、

『

晋

書
』

巻
九

十
六

に

も

同

種
の

話

柄
を
お

さ
め

る

の

で
、

じ
っ

さ
い

に

あ
っ

た

話
な
の

だ

ろ

う
。

こ

の

 
は

内
容
的

に

ま

だ
高
級

だ
が
、

つ

ぎ
の

02
の

話

柄
と

な

る

と
、

も
っ

と

遊

戯
性
が
つ

よ
く
な
っ

て

い

る
。

　

幽
［

晋

書
文

苑
伝
］

桓
玄
時

与
［

顧
］

憧
之
同

在
［

殷
］

仲
堪

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
つ

　

　
坐
、

共

作

了

語
。

憧

之

先
日
、

「

火

焼
平

原
無

遺
燎
」

。

玄

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　

ロ

　

　

日
、

「

白
布

纏
根
樹
旒

旒
」

。

仲
堪
日
、

「

投
魚

深
泉

放
飛

鳥
」

。

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　

　

復

作

危
語
。

玄

日
、

「

矛

頭
淅

米
剣

頭

炊
」

。

仲

堪
口
、

「

百

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　

　

歳
老

翁
攀
枯
枝
」

。

有
一

参

軍
云

、

「

盲
人

騎
瞎
馬

臨
深
池
」

。

　

　

仲
堪
眇

目、

驚
日

、

「

此
太

逼
人
」

。

　

　

桓
玄
は

顧

榿
之

と

と

も
に

、

殷

仲
堪
が

主

催

す
る
座
に
い

た

　

　

と

き
、

み

な

で

「

了
語
」

で

あ
そ

ん

だ
。

顧

榿
之
が

さ

き
に

　

　

「

火
が

平

原
を
や

き
は

ら
い
、

や
か

れ

ぬ

と
こ

ろ
が

な

く
な

　

　
つ

た
」

と
い

っ

た
。

す
る

と

桓
玄

が

「

白
布
で

棺
桶
を
つ

つ

　

　

み
、

弔
い

の

旗
を

た

て

た
」

と
い

っ

た
。

殷
仲

堪
は

「

魚
を

　

　

深
淵

に

に

が

し
、

飛

鳥
を

空
に

は

な
っ

た
」

と

い

っ

た
。

ま

　

　

た

「

危
語
」

も

や
っ

た
。

ま

ず
桓
玄

が

「

矛
の

先
で

米
を

と

　

　

ぎ
、

剣
の

先
で

米
を

た

く
」

と

い

っ

た
。

殷
仲

堪
も
「

百
歳

　

　

の

老

人

が
、

枯
れ

え
だ

に

よ

じ

の

ぼ

る
」

と

応
じ

た
。

す
る

　

　

と

ひ

と

り

の

参

軍
が

、

「

盲
人

が

盲
馬

に

ま

た

が

っ

て
、

ふ

　

　

か

い

池
に

ち

か

づ

く
」

と
い

っ

た
。

殷

仲
堪
は

片
目

だ
っ

た

　

　

の

で
、

こ

の

句
に

お

ど
ろ

き
、

「

こ

い

つ

は

グ

サ

ッ

と

く
る

　

　

な
」

と

う
め
い

た
。

　

こ

の

話
に

で

て

く

る

了

語

と

は
、

了
の

韻
で

押

韻
し
、

か

つ

全

体
に

「

す
っ

か

り

〜
に

な
っ

た
。

も

う
ど

う

し

よ

う
も

な
い
」

な

ど

の

意
味

を
も

た

せ

る

あ

そ

び

を
い

う
。

お

な
じ

く

危
語
と

は
、

危
の

韻
で

押

韻
し
、

か
つ

全

体
に

「

あ

ぶ

な

い
」

と

い

う
内

容
を

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
は
な

は

も
た

せ

る

あ
そ

び

で

あ

る
。

最
後
の

殷
仲

堪
の

「

此

れ
は

太

だ

人

　
せ

ま

に

逼

れ
り

」

は

押

韻
と

は

関
係
な
い

が
、

オ

チ
の

役

目

を

は

た

し

て

い

て
、

こ

の

話
を
ユ

ー
モ

ラ
ス

に

収
束
さ
せ

て

い

る
。

　

ま

た
、

つ

ぎ
の

圜
も

、

ω

働
と

お

な
じ

く
口

頭
で

の

会

話
で

あ

る
。

　

 

［

世

説
新
語

言
語
］

鍾

毓
、

鍾

会
少
有

令
誉
。

年

十
三
、

魏

　

　

文

帝
聞

之
、

語

其
父

鍾

鯀
日
、

「

可

令
二

子

来
」

。

於

是

敕

　

　

見
。

毓

面

有

汗、

帝
日
、

「

卿
面

何

以
汗
」

。

毓

対

日
、

「

戦

　

　
　

　
　

　

　
　
　
　

　

　
　

　

　

　

戦
惶

惶
、

汗

出
如
漿
」

。

復
問

会
、

「

卿

何
以

不

汗
」

。

対
日
、

　

　
　

　

　
　
　

　

　

　
　
　

　

　

　

　
　

　

　

「

戦
戦

慄
慄、

汗
不

敢
出
」

。

　

　

鍾

毓

と
鍾

会
の

兄

弟
は
、

幼
時
か

ら

評
判
が

た

か

か

っ

た
。

　

　

兄

が

十
三

歳
の

と

き
、

魏
の

文

帝
（

曹
丕
）

が

そ

れ

を

耳

に

　

　

し
、

父

親
の

鍾

鯀
に

「

二

人

を
つ

れ

て

こ

な
い

か
」

と

い

っ

　

　

た
。

そ

こ

で

勅
に

よ
つ

て
、

お

目

ど

お

り

す
る

こ

と

に

な
つ

　

　

た
。

［

お

目
ど

お

り
し

た
と

き
］

兄
の

鍾

毓

は
、

顔
に

汗
を

　

　

か

い

て

い

た
の

で
、

文
帝
が

「

お

前
は

ど

う
し

て

汗

を
か
い

　

　

て

い

る
の

か
」

と

た

ず
ね

た
。

す
る

と
、

鍾

毓

は

「

戦
々

惶

　

　
々

と
し

て
、

汗
が

な

が

れ

る

の

で

す
」

と

こ

た

え
た

。

こ

ん

　

　

ど

は
、

文

帝
は

、

鍾

会
に

「

お

前
は

ど

う
し

て

汗
を

か

か

な

　

　

い

の

か
」

と

た

ず
ね

た
。

す
る

と
、

鍾

会

は
「

戦
々

慄
々

と

　

　

し

て
、

汗

も
で

な
い

の

で

す
」

と

こ

た

え

た
。

　

こ

こ

で

は
、

鍾

毓
と

鍾

会
の

兄
弟

は

緊
張
し

な
が

ら

も
、

文

帝
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の

質

問
に

対

し

て
、

韻
を
ふ

み

な

が

ら
ユ

ー
モ

ラ
ス

に

こ

た

え

て

い

る
。

少

年

な
が

ら
、

あ
っ

ぱ

れ

な

名
回

答
で

あ
る

と

し

て
、

同

座

の

人
び

と

を

う

な

ら

せ
、

そ
の

場
の

雰

囲
気

を
な

ご

ま

せ

た

こ

と

だ

ろ

う
。

ふ

た

り

の

回

答
は

、

押

韻
に

く
わ

え

て
、

『

詩

経
』

小

旻

「

戦
戦

兢
兢
、

如

臨
深

淵
、

如

履
薄

冰
」

の

典

故
を
つ

か
っ

て

い

る
の

が
、

こ

っ

て

い

て
、

な
か

な
か

う
ま

い

（

う
ま

す

ぎ
る

の

で
、

か

え
っ

て

真

偽
に

疑
念
が

で

て

く
る

ほ

ど

だ
）

。

　

右
の

三

例
は
、

押
韻
の

技

法
を
、

た

だ
ご

ろ

あ
わ

せ

や
シ

ャ

レ

と

し

て

だ

け
、

利
用

し

て

い

る

の

で

は

な
い

。

典
故
を

併
用

し

た

り
、

聯
句
ふ

う
に

応

酬
し

た

り

し

て

お

り
、

全

体
と

し

て

修

辞
的

レ

ベ

ル

が

た

か

く
な
っ

て

い

る
。

も
つ

と
も
、

遊
戯
性

の

内

容
に

留

意
し

て

み

る

と
、

右
の

三

例

は

い

ず
れ
も
、

あ

ま
り

邪
気
を

感

じ

さ

せ

な
い

ユ

ー

モ

ア

で

あ
っ

て
、

押
韻
を
つ

か
っ

た

遊
戯
ふ

う

文

学
と

し

て

は
、

ま
だ

お

と

な

し

い

部
類
に

属
し

て

い

る
。

六

朝

期
で

は
、

こ

う
し

た

も
の

ば

か

り

で

は

な

く
、

火

花
を

ち

ら
す
よ

う
な

機

智
の

応
酬

や
、

か

ら

か

い

や
皮

肉
を
ふ

く

ん

だ

辛
辣
な
ユ

ー

モ

ア

も
、

す
く

な
く

な
い

。

た

と

え
ば
、

つ

ぎ
の

個
の

例
を
み

て

み

よ

う
。

　

膕
［

晋

書

陸
雲

伝
］

［

陸
］

雲
与

荀
隠

素
未

相
識

。

嘗
会
［

張
］

　

　
華
坐

、

華
日
、

「

今

日

相
遇

、

可
勿

為

常
談
」

。

雲
因

抗
手

　

　
日
、

「

雲

間

陸
士

龍
」

。

隠
日
、

「

口

下

苟

鳴

鶴
」

。

鳴
鶴

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　
隠
字
也

。

雲

又

日
、

「

既

開

青

雲
覩

白

雉
、

何

不
張

爾
弓

、

　

　

　

　
　

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　

　

　
挾
爾

矢
」

。

隱
日
、

「

本
謂

是

雲
龍
験

験
、

乃
是

山
鹿
野

麋
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　
獣
微

弩
強
、

是

以
発

遅
」

。

薑−

撫
手

大

笑
。

　

　

　
陸

雲
と

苟

隠
の

ふ

た

り

は

面

識
が

な
か

っ

た
が

、

張

華
の

　

　

宴
席

で

ば
っ

た

り

で

あ
っ

た
。

張

華
は

「

今
日

ぐ

う
ぜ
ん

あ

　

　
っ

た

わ

け

だ

が
、

ふ

た

り

と

も
、

月

な
み

な

あ
い

さ
つ

を

し

　

　
て

は

な

ら

ん

ぞ
」

と
い

っ

た
。

　

　

　
そ

こ

で
、

陸

雲
が

手
を
あ

げ

て

「

雲
間
に
い

る

陸
士

龍
で

　

　
あ

り

ま

す
」

と

い

う

と
、

荀

隠
は

「

天

の

し

た
な

る

荀

鳴
鶴

　

　
で

あ

り

ま

す
」

と

応
じ

た
。

鳴
鶴
は

隠
の

あ

ざ
な
で

あ
る

。

　

　

陸
雲

が

「

青
雲

を
お

し

ひ

ら

い

て

白

雉
の

す
が

た

を
み

た
の

　

　
に
、

な

ぜ
弓

を
は

り
、

矢
を

つ

が

え
ぬ

の

か
」

と

い

う
と
、

　

　

荀

隠
は

「

雲
間
の

龍
は

つ

よ

い

も
の

と

お

も

い

し

に
、

意
外

　

　
に

も

山
野
の

鹿
の

た

ぐ
い

で

あ
っ

た
。

獣
は

よ
わ

く
弓
は
つ

　

　
よ

い
。

だ
か

ら

矢
を
は

な
つ

の

を
、

た

め

ら
っ

た

し

だ

い
」

　

　
と

応
じ

た
。

張

華
は

手

を
た
た
い

て
、

お
お

わ

ら

い

し

た
。

　

「

月

な
み

な

あ
い

さ
つ

を
し

て

は

な
ら

ん

ぞ
」

と
い

う

命
を
ふ

ま

え
て

の

会

話
だ
か

ら
、

陸
雲
と

荀

隠
の

ふ

た

り

と

も
、

真
剣
に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ロロ
　

　

　

　

　
　

　

　

機
略

を

き

そ

い

あ
っ

て

い

る
。

ふ

た

り

の

「

雲
間

陸
士

龍
¢

　

　
　

　
　

　

　

　
　

日

下

荀

鳴
鶴
」

の

名
乗
り

は
、

ひ

じ
ょ

う
に

き
ど
っ

た

も
の

い

い

だ
が

、

同

時
に

声

律
も

対
応
し

て

い

る

こ

と

は

（

○

平
声
、

●
仄

声
）

、

し

ば

し

ば

言

及
さ

れ

る
こ

と

で

あ

る
。

ま

た

「

既

開

青
雲

覩

白
雉
」

以

下
で

は
、

た

が

い

に

相
手

を

か

ら

か

い

な

が

ら

も、

押

韻
も
わ

す
れ

て

い

な
い

。

ま
こ

と
に

丁
々

発

止

の

名
勝
負
と
い

う
べ

き
で

あ
り
、

張

華
が
「

手

を

撫
い

て

大
い

に

笑
」

っ

た

の

も
、

と

う
ぜ

ん

だ
っ

た

ろ

う
。

　
さ

ら
に

、

つ

ぎ
の

 
の

例

も
、

な
か

な

か

の

傑
作
で

あ
る

。

　

個
［

南

史
文

学
列

伝
］

孫
抱
為

延
陵
縣
、

爽
又

詣
之
、

抱
了

無

　

　
故
人

之

懐
。

爽

出

従

縣
閤

下

過
、

取

筆
書

鼓
云
、

「

徒

有
八
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じ

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　
　
　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　
　
む

　

　
尺

囲
、

腹

無
一

寸

腸
、

面
皮

如

許
厚
、

受
打

未

謳

央
」

。

爽

　

　
機
悟

多
如
此

。

…

…

抱

善

吏
職

、

形

体
肥

壯
、

腰
帯

十
囲
、

　

　
爽
故
以

此
激
之

。

　

　
孫
抱
は

延

陵
県
の

令
と

な
っ

た
。

高
爽
が

お

と

ず
れ

た

と
こ

　

　
ろ、

抱
は

旧

友
の

情
を

ま
っ

た

く

し

め

さ

な
か
っ

た
。

そ

こ

　

　
で

爽

は

退

出
し

て
、

県
の

役
所

を

と

お

り

す
ぎ

る

や、

筆
を

　

　
と
っ

て

鼓
の

う

え

に
、

つ

ぎ
の

よ

う
な

字
句
を

つ

づ

っ

た
。

　

　
「

太

鼓
（

H
孫
抱
）

は

ひ

と

ま

わ

り

八

尺

（

2m

）

も

あ

り

　

　
な
が

ら
、

腹
に

は
一

寸

（

3
 

弱
）

の

腸

も
な
し

。

面
の

皮

　

　
が

か

く

も
あ

つ

け

れ

ば
、

う

た

れ

た

と

て

平
気
の

平
左
」

。

　

　
高
爽
の

機

略
縦

横
ぶ
り

は
、

こ

の

よ

う
で

あ
っ

た
。

…

…

孫

　

　
抱
は

事
務

能
力
に

す
ぐ

れ
て

い

た

が
、

身

体
が

肥

大
し

て

い

　

　
て

、

身
に
つ

け

る

大
帯
は

十
囲

（

1m

余
）

も

あ
っ

た
。

だ

　

　
か

ら

高
爽

は
、

こ

の

文

句
を
つ

づ

っ

て
、

か

れ

を
諷

し

た
の

　

　
で

あ

る
。

　
こ

の

話
は
、

立

身
し

て

い

ば
り

ち

ら
し

て

い

る

孫

抱
を

、

旧

友

の

高
爽
が

か

ら

か

っ

た

も
の

で

あ
る

。

「

徒
有
八

尺

囲
」

四

句

は
、

［

五

言
の
］

詩

と

も
、

［

押
韻
し

た
］

文

と

も

解

す
る

こ

と

が

で

き、

じ
っ

さ
い

、

逢

欽
立

『

梁
詩
』

に

も
、

厳

可
均

『

全

梁
文
』

に

も
、

と

も
に

採
録
さ

れ

て

い

る
。

こ

の

四

句
の

眼

目
は
、

肥

満

し

た

孫
抱
の

お

腹

を
太

鼓
に

み

た

て

た

機
智
に

あ

り
、

高

爽
の
「

機

悟
の

多
き

」

俊

才
ぶ

り

を

も
の

が

た
っ

て

い

よ

う
。

だ

が

そ
れ

と

同
時

に
、

「

腸
」

と

「

央
」

と

が

同

韻
を

ひ

び

か

せ

て
、

か

ら

か

い

気

分
を
い

や

ま
し

て

い

る

こ

と

に

も
注

意
し

た
い

。

こ

の

巧
妙

な
比

擬
と

押
韻
と

が
、

友
情
を

う
ら

ぎ
ら
れ

た

無

念
や
さ

み

し

さ
、

そ

し

て

憤

懣
の

情
な
ど

を
、

辛

辣
で

あ
り

な

が

ら
ユ

ー
モ

ラ
ス

に
、

ユ

ー
モ

ラ
ス

で

あ

り

な

が

ら

辛

辣
に

、

な
ん

と

も
い

え
ぬ

微

妙
な

ニ

ュ

ア

ン

ス

で

表

現
し

て

い

る
。

こ

れ

で

は
、

か

ら
か

わ
れ

た

孫

抱
の

ほ

う

も
、

お

こ

る

に

お
こ

れ

ず
、

わ

ら

う
に

わ
ら

え
ず
、

さ

ぞ

か

し

複
雑
な

気

分
に

お

ち
い

っ

た
こ

と

だ

ろ

う
。

こ

の

よ

う
に

押
韻
は
、

た

ん

な
る

こ

っ

け
い

味
だ

け

で

は

な

く
、

と

き
に

は

か

ら

か

い

や

皮

肉
等

を
ふ

く
ん

だ
、

に

が

い

ユ

ー
モ

ア

も
も
た

ら

す

こ

と

が

で

き

る

の

で

あ
る

。

　

以

上

紹

介
し

て

き
た

よ

う
な
事

例
は
、

概
し

て

即
興

的
に

つ

く

ら

れ

た

短

句
に

す
ぎ
な

い
。

だ

が
、

こ

う

し

た

短

句
を

、

慎
重
に

計

算
し

な
が

ら
ふ

く

ら

ま

せ

て

ゆ

け

ば
、

お

そ

ら

く
、

私
が

さ

き

に

提

示

し

た

魯
褒
「

銭
神

論
」

の

よ

う

な
、

ま

と

ま
っ

た

量

を

も

つ

た

遊

戯
文

学
に

な
っ

て

ゆ
く
の

だ

ろ

う
。

す
る

と
、

「

遊
戯

文

学

は
、

な

ぜ

韻
文
で

か

か

れ
る
の

か
」

と

い

う

疑
問
に

対
し

て
、

ど

う
や

ら
、

つ

ぎ
の

よ

う

に
こ

た

え

ら

れ

そ

う

だ
。

す

な
わ

ち
、

む

か

し

の

文

人

た

ち

は

経
験
的

に
、

押

韻
が

と

き
に
、

遊
戯

的
効

果
（
ご

ろ

あ

わ

せ

や
シ

ャ

レ

の

お

も

し

ろ

さ
、

さ
ら

に
、

か

ら

か

い

や
皮

肉
等

も
ふ

く
ん

だ

に

が

い

ユ

ー
モ

ア

な

ど
）

を

も
た

ら

す

こ

と

に

気
づ

い

て

い

た
。

だ

か

ら
、

ユ

ー

モ

ア

を
か

も
し

だ

し

た

い

と

き

は
、

押
韻

さ
せ

る

必

要
が

な

い

ジ

ャ

ン

ル

で

あ
っ

て

も
、

あ

え

て

韻
を

ふ

ま

せ

る

よ

う

に

し

た
。

そ
の

伝

統
が

結
果

的

に
、

遊

戯
文

学
の

押

韻

多

用

に

つ

な

が
っ

て

い

っ

た

の

で

は

な
い

か

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

i
と

い

う

こ

と

で

あ

る
。

四
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こ

の

よ

う

に

か

ん

が

え

る

と
、

逆
に

、

押

韻
の

現

象
か

ら
、

当

該

作
品

や
発

言
の

遊

戯

性
を

推
定
し

て

ゆ
く

こ

と

も
、

可

能
に

な

る

か

も

し

れ

な

い
。

つ

ぎ
の

例

を
み

て

み

よ

う
。

　

個
［

南
史

何

遜
伝
］

薦
之

武

帝
、

与

呉

均
倶
進

倖
。

後
稍
失

意
。

　

　

　
　

　

　

の

　
　

　
りら
　
　

　
　

の
　
　

　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

ム

　
　

　
　

　
　

　
ム

　

　

帝
目
、

「

呉

均
不

均
、

何

遜
不

遜
、

未
若

吾
有
朱

昇
、

信
則

異

　

　

矣
」

。

自

是
疏

隔
、

希
復

得
見

。

　

　

何

遜

は

梁
武

帝
に

推

薦
さ

れ
、

呉

均
と

と

も

に

親
近

し

た
。

　

　

だ

が

そ

の

後
、

寵
を

う
し

な
っ

た
。

武
帝

は
い

っ

た
。

「

呉

　

　

均

は

偏

向
し

て

い

る

し
、

何

遜
は

謙

遜
で

は

な

い
。

朕
に

朱

　

　

舁

が

い

る
の

に

は
、

お

よ

ぼ
ぬ

。

ま
っ

た

く

ち

が
っ

て

い

る

　

　

な

あ
」

。

何

遜
は

こ

れ

以

後
と

お

ざ

け

ら
れ

、

ほ

と

ん

ど

お

　

　

目

ど

お

り

す
る

こ

と

が
、

か

な

わ

な

く
な
っ

た
。

　

こ

こ

で

の

梁
武

帝
は

、

べ

つ

に

韻
を

ふ

ん

で

発

言
す
る

必
要
は

、

な

か

っ

た

は

ず
で

あ

る
。

そ
れ

な
の

に
、

「

均
」

「

遜
」

「

舁
（

異
）

」

を

二

度

く
り

か

え
し

て
、

シ

ャ

レ

め

か

し

た

言
い

か

た

を

し

て

い

る
。

す

る

と
、

こ

の

発

言
は

、

三

臣
下
へ

の

好
悪
の

情
を
の

べ

た

も

の

と

い

う

よ

り
、

名

前
に

ひ

っ

か

け

た
、

か

る
い

冗
談
だ
っ

た

の

で

は

な
い

か
。

前

半
の

「

呉

均
不

均
、

何
遜
不

遜
」

だ

け
な
ら

、

ふ

た
り

に

対

す
る

拒
絶
の

意
と

解
す
る

こ

と

も、

可

能
か

も

し

れ

な

い
。

だ

が

後
半
の

［

称

賛
の

意
を
ふ

く
ん

だ
］

朱

昇
の

シ

ャ

レ

も

あ
わ

せ

か

ん

が

え

れ

ば
、

や
は

り

名

前
に

ひ
っ

か

け

た
、

か

る

い

冗
談
だ
っ

た

ろ

う
と

お

も

わ

れ

る
。

ふ

つ

う
な
ら

避
諱
す

る

は

ず

な
の

に
、

「

均
・

遜
・

舁
」

の

本

名
を

あ

え

て

直

言
し

て

い

る

の

も
、

三

臣

下
に

対
す
る

武

帝
の

親
近
ぶ

り

を

暗
示

し

て

い

る

か

の

よ

う

だ
。

　

武
帝
が

冗

談

を
い

っ

て
、

臣
下

と

た

わ

む

れ

る

ケ

ー
ス

は
、

じ

つ

は
、

こ

の

と

き

だ

け

に

か

ぎ
ら

な
い

。

当

時
の

史

書
等
を

み

る

と
、

ほ

か

に

も
、

い

く
つ

か

記

録

さ

れ

て

い

る
。

　一

例
と

し

て
、

到

漑
へ

の

た

わ

む

れ

を
あ

げ

て

み

よ

う
。

そ

こ

で

は
、

武

帝
は

老

臣

の

到

漑
に
、

「

貽

厥
」

（
「

孫
」

の

意
。

『

詩

経
』

文

王

有
声
に

も

と

つ

く
）

と

い

う
特

殊
な
語

（

断

語
）

を
つ

か
っ

て
、

つ

ぎ
の

よ

う

な

冗

談
を
い

っ

て

い

る
。

「

そ
ち

の

孫
の

到
蓋
は

、

じ

つ

に

才
子

で

あ

る
。

そ

ち

が

朕
の

詩

に

和

し

た

作
も

、

貽
厥
に

手
つ

だ

っ

て

も

ら
っ

た

ん

じ

ゃ

な
い

の

か

な
」

（
『

南
史
』

巻

二

五
）

。

「

貽

厥
」

と

い

う

隠
語

ふ

う
の

語
を
つ

か

い

な
が

ら
、

武
帝
は
、

聰

明

な

孫
に

め

ぐ

ま

れ

た

老
臣
の

到

漑
を
、

と

お−
ま
わ

し

に
、

そ
し

て

ユ

ー

モ

ラ

ス

に

か

ら

か

っ

て

い

る

の

で

あ
る

（

拙

著
『

六

朝
美
文

学
序
説
』

一

八
一

〜

二

頁

も
参
照
）

。

　

何
遜

伝
に

お

け

る

「

呉
均
不

均
」

云

々

の

発

言

も
、

こ

れ
と
同

種
の
、

臣
下

に

む

け

た

か

る
い

冗
談
だ
っ

た

可

能
性

が

た

か

い
。

だ

が
、

現
代
で

も

そ

う

だ

が
、

冗
談
は

、

と

く
に

武

帝
の

よ

う
な

至

尊
の

者
が

発
し

た

冗

談
は

、

た

だ
の

ジ
ョ

ー

ク

と

い

う

だ

け

で

は
、

す
ま

な
い

こ

と

が

お

お
い

。

武

帝
が

こ

の

発

言

を
し

た

と

き

の
、

周

囲
の

反
応
は

ど

う
だ
っ

た
の

だ
ろ

う
か

。

　

こ

れ

に

つ

い

て
、

私
は
つ

ぎ
の

よ

う

に

推

測
す
る

。

武

帝
が

こ

の

発

言

を

し

た

と

き
、

武

帝
の

周

辺

に

い

た

臣
下
の

お

お

く

は
、

名
に

ひ
っ

か

け

た

お

も
し

ろ

い

ジ
ョ

ー

ク

だ
と

お

も
っ

て

わ

ら
っ

た

こ

と

だ

ろ

う
。

だ

が
、

な

か

に

は
、

ジ
ョ

ー

ク

に

し

て

も、

ち

ょ

っ

と

き
つ

い

な
あ

と
、

心

中
に
ヒ

ヤ

リ

と

感
じ

た

者
も
い

た
か
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も
し

れ
な

い

（

も
し

呉
均

と

何

遜
が

そ
の

場
に
い

て
、

こ

の

発
言

を
耳
に

し

た

な

ら
ば

、

サ

ソ

と

顔
色
が

あ

お

ざ
め

た

か

も
し

れ

な

い
）

。

こ

の

よ

う

に
、

お

な

じ

話

者
の

お

な
じ

発

言
（

冗
談
）

で

あ
っ

て

も
、

聴
者
の

立

場
に

よ
っ

て

［

あ

る
い

は
、

そ
の

発

言
を

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　

記
録

す
る

後
代
史

家
の

理

解
の

し

か

た

に

よ

つ

て

も
］

、

当

該
発

言
へ

の

反
応
の

し

か

た

や
、

そ

の

意
味
づ

け
は
、

さ
ま

ざ

ま
に

ち

が
っ

て

く
る

も
の

な

の

で

あ

る
。

ユ

ー

モ

ア

の

有
無
の

判
断
や
、

遊
戯

文
学
の

的
確
な

理

解
が

む

つ

か

し

い

の

は
、

こ

の

あ
た

り

に

あ

る

と
い

っ

て

よ

い
。

　

こ

の

種
の

事
例
は

、

六

朝
期
の

文

献
を

ひ

も

と

け
ば
、

あ

ち

こ

ち
で

お

目

に

か

か

る

こ

と

だ
ろ

う
。

そ

れ

ら
の

押
韻
し

た

発

言
に

対
し
、

い

ち
い

ち

遊
戯

性
が

こ

め

ら

れ
て

い

る

か

ど

う

か

推

測
し

て

ゆ

く
の

は
、

な
か

な
か

困

難
な

作
業
だ

と

い

っ

て

よ
い

。

そ

う

で

は

あ

る

が
、

如
上

の

考
察
か

ら

判
断
す

る

か

ぎ
り

、

ご

く
お

お

ざ
つ

ば
な

弁
別

法
と

し

て
、

押
韻
が

不
必

要
で

あ

る

に

も
か

か

わ

齢

ず
＼

み

沁
で

讃
を

激

か

で

い

畚

ば

お
い
、

そ

こ

に

は
、

遊
戯
ふ

う
な

気

分
が

い

く
ぶ

ん

な

り

と

も
、

ま

じ
っ

て

い

る

可

能
性
が

た

か

い

　

と

理

解
し

て

お
い

て

よ

か

ろ

う
。

　
こ

の

押

韻
を

は

じ

め
、

修

辞
技

法
に
つ

い

て

議
論
す
る

場

合
は
、

そ
の

技
法

が

ほ

ん

ら
い

有
す
る

基
本

的
な

機
能
と
、

結

果
的
に

生

じ

て

く
る

副
次

的
な

効

果
と

を
、

区

別
し

て

か

ん

が

え

た

ほ

う
が

よ

さ

そ
う

だ

（

松

浦

友
久
「

対
偶
表

現
の

本
質
」

］

○
〜
一

一

頁

を

参

照
。

『

著
作
選

1
』

　

研

文
出

版
　
二

〇
〇
三
）

。

す
る

と
、

押
韻
の

基

本
的

機
能
と

し

て

は
、

も

ち

ろ

ん

口

調
の

よ

さ
が

あ

げ

ら

れ
よ

う
。

そ

し

て
、

そ
の

機

能
の

結
果
と

し

て
、

副
次
的
に

、

口

誦
や

記
憶
に

つ

こ

う
が

よ

い

と

い

う

第
一

の

効
果

が

発
生

し
、

ま

た

文

学
性
を

た

か

め

る

と

い

う

第
二

の

効
果

も
で

て

き
、

さ
ら

に

は
、

本
稿
が

注
目

す
る
、

遊
戯

性
（

ご

ろ

や

シ

ャ

レ

の

お

も
し

ろ

さ

だ

け

で

な

く
、

皮

肉
や

嘲
笑
、

諷

刺
等
の

に

が

い

ユ

ー

モ

ア

も

ふ

く

ん

だ
、

広

義
の

遊

戯
性
）

を
も

た

ら

す

と

い

う
第
三

の

効

果
も
あ

り

う
る

、

と

い

う
ふ

う
に

か

ん

が

え

ら
れ

る
。

基
本

的

機
能

　

　
副

次
的

効
果

國
｛

　

　

　

　

 
口

誦
や
記

憶
に
つ

こ

う
が

よ
い

　

　

　

　

 
文

学
性

を
た

か

め

る

　

　

　

　

 
遊
戯

性
を
も

た

ら

す

　
押

韻
し

た

作
品

は
、

こ

の

三

つ

の

効

果
を

、

強

弱
さ
ま

ざ
ま
に

有
し

て

い

る
。

た

と

え
ば

、

 

魯
褒
「

銭

神
論
」

を
例
に

と

る

と
、

押

韻
三

効

果
の

割

合
は
、

 
の

口

誦
や
記

憶
の

つ

こ

う
の

ほ

う
は

す
く

な

く

て
、

 
の

文

学
性
を

た

か

め

る

や
、

 
の

遊

戯
性
を

も

た

ら

す
ほ

う
が

つ

よ

い

と

お

も

わ

れ

る
。

い

っ

ぽ

う、

 
東
方

朔

の

例
な

ど

は
、

ほ

と

ん

ど

文

学
と

は

い

え
な
い

の

で
、

 
の

遊

戯

性
の

効
果
の

ほ

う
が

ず
っ

と

つ

よ

か

ろ

う
。

ま

た

固
高
爽
の

謡

言

は
、

孫
抱
を

諷

刺
し

た

い

の

だ

か

ら
、

 
の

口

誦

や

記

憶
の

つ

こ

う
と

と

も
に
、

 
の

遊

戯
性
（

た

だ

し
、

皮
肉
等
も

ふ

く
ん

だ
広
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義
の

遊

戯
性
）

を

も
た

ら
す

効
果
も

重
視
し

て

い

た

は

ず
だ

。

さ

ら

に
、

今

回
は

ふ

れ

な

か

っ

た

高
級

な

和
韻
の

詩
（

「

奉
和

〜
詩
」

や

「

賦

韻
」

な
ど
）

だ

と
、

 
の

文

学
性

は

と
う
ぜ
ん

と

し

て
、

あ

ん

が

い

 
遊
戯
性
も

意
図

し

て

い

た
の

で

は

な
い

だ
ろ

う
か

。

　

こ

の

押
韻
三

効
果
の

う
ち

、

 
の

口

誦

や
記

憶
に
つ

こ

う
が

よ

い

こ

と

と
、

 
の

文
学

性
を
た

か

め

る

効

果
と
は

、

と
き
に

指

摘

さ
れ

る

こ

と

も
あ
っ

た

が
、

 
の

遊

戯
性

を
も
た
ら

す

効
果
に

つ

い

て

は
、

こ

れ
ま

で

あ

ま

り

注

目

さ

れ
て

こ

な
か
っ

た
よ

う
に

お

も．

う
。

だ

が

こ

れ

か

ら

は
、

押

韻
に

は

こ

の

種
の

遊
戯
的

要
素
が

あ
る

こ

と

も
、

留

意
し

て

お

い

た
ほ

う
が

よ
さ

そ
う
だ

。

　

も
っ

と

も
、

こ

う
し

た

修
辞
の

遊

戯
的
な

利
用
は
、

じ

つ

は
、

こ

の

押

韻
だ

け
に

か

ぎ
ら

れ
る

も
の

で

は
な
い

。

押
韻
以

外
の

修

辞
、

た
と

え
ば

典

故
や

錬
字
や

声
律
な

ど
も
、

よ
く

観
察
し

て

み

る

と
、

遊

戯

的
に

利
用
さ

れ
て

い

る
ケ

ー
ス

が

散
見

す
る

。

た

と

え

ば
、

個

に

お

け

る

『

詩

経
』

の

引
用

な
ど
は

、

遊

戯
的
な

典

故

の

利
用
だ

と
い

っ

て

よ

か

ろ

う
。

ま
た
、

 
の

陸

雲
と

苟

隠
の

名

乗
り

に

し

く
ま

れ
た

平
仄
の

対

応
も

、

も
と
よ

り
声

律
発

展
史

の

好
資

料
で

あ
る

に

は

ち
が
い

な
い

が
、

し

か

し

直
接

的
に

は
、

あ

そ

び

を

意
図
し

た

技
巧

で

あ
っ

た
こ

と

を
、

わ

す
れ
て

は

な
ら

な

い
。

　

こ

う

し

た
、

修

辞
を

遊

戯
的

に

利
用

し

た

事

例
は

、

『

世

説

新

語
』

や

六

朝
史

書
だ

け

で

は

な

く
、

『

文

選
』

に

お

さ
め

ら

れ

た

よ

う
な

［

い
っ

け
ん

真

摯
に

み

え
る

］

作
品
の

な
か

に

も
、

し

ば

し

ば
み
い

だ

す
こ

と
が

で

き
る

。

す
る
と
、

六

朝
の

修
辞

主

義
文

学
と

よ

ば

れ

る

作
品
群

も
、

じ
つ

は

真

摯
い

っ

ぽ
う

で

は

な

く
、

あ

そ

び

ふ

う

要

素
も

濃
厚
に

も

ち
な

が

ら
、

つ

づ

ら

れ

て

い

た
の

で

は

な

い

か

と

推
察
さ

れ

て

こ

よ

う
。

本

稿
は

、

そ
う

し

た

立

場

か

ら
の

ひ

と
つ

の

試
み

と

し

て
、

遊

戯
的
な

押
韻
と

、

そ

れ

を

活

用
し

た

作
品

と
を

紹
介
し

て

み

た
。

い

た

ら
ぬ

点

も
お

お

い

か

と

お

も

う
。

ご

批
正

い

た

だ

け
れ

ば

さ
い

わ

い

で

あ

る
。

（

注
）

 
　
こ

の

遊
戯

文

学
の

リ
ス

ト

は、

私

見
に

よ
っ

た

作
成
し
た

。

「
遊

戯

文

　

学
」

の

厳
密
な

定

義
づ

け

や
、

そ
の

該
当
作
品
の

選
定

は
、

じ

つ

は

な

　

か

な
か

む

つ

か

し

い
。

「

遊

戯
」

の

実

体
を
い

か

に

解
す

る
か

に

よ
っ

て
、

　

個
々

の

研

究

者
で

判
断
が

微
妙
に

ず
れ
て

く
る

か

ら
だ

。

く
わ

え
て
、

　

当
該
の

作
が

百
パ

ー

セ

ン

ト

遊

戯

的
で

あ
っ

て
、

そ

れ

以

外
の

要

素
は

　

い

っ

さ
い

な
い

と
い

う

ケ

ー
ス

は
ほ

と

ん

ど

な

く
、

お

お

く
は

遊
戯
性

　

と

と

も
に
、

自

嘲
や
諷

刺
の

要

素
も
お

り

こ

ん

で

い

る
の

で
、

な
お

さ

　

ら
遊
戯
文

学
の

厳
密
な

選

定

は、

困

難
を

ま

し

て

き

や

す
い

。

本
稿
の

　

リ
ス

ト

は
、

微
量

で

は

あ
っ

て

も、

　一

部
に

な

ん

ら
か

の

遊
戯
性
を

ふ

　

く
む

も
の

も
あ
げ
て

あ

る
の

で
、

留
意
し

て

い

た

だ

き
た
い

。

 

漢

魏
六

朝
の

遊

戯
文

学

に

関

す
る

先
行

研
究
に

は
、

以

下
の

よ

う

な

　

も
の

が

あ

り

（
個
別

的

な
作
品
研

究
は

の

ぞ

く
）
、

本
稿

を
か

く

う
え

で

　

参
考

に
し

た
。

○

聾
斌
「

建
安
諧

隠
文

学

初
探
」

（

「

許

昌

師
専
学
報」

　
一

九

八

九

−
三
）

　

○

秦

伏
男

「

論
漢
魏
六

朝

俳
諧
雑

文
」

（

「
青
海
師

　

範
大

学
学

報
」

一

九
九

〇

ー
一
）
　

○
朱

迎

平
「
漢
魏
六

朝

的
游

戯
文
」

　

（
「

古

典
文

学
知

識」
　一

九

九

三

−
六

　

の

ち
に

『

古

典
文

学
与
文

献

論

　

集
』

〈
上

海
財

経
大

学

出
版

社

　
一

九
九

八
〉

に

収

録）
　

○

譚

家
健
「

六
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朝
詼
諧
文

述

略
」

（
「

中
国
文

学

研

究
」

二

〇
〇
一

i
三

　
の

ち

に

『

六

　

朝
文

章

新
論
』

〈
北
京
燕
山

出
版
社

　
二

〇
〇
二
〉

に

収
録
）

　

○

李
士

　

彪

『

魏
晋
南

北
朝
文

体

学
』

第
二

章
第
九

節
「
俳

諧、

体

裁

中
的
寄
居

　

蟹
」

（

上

海

古
籍
出

版
仕
　
二

〇
〇

四）

等
。

な

お
、

最
後
に

あ
げ

た

李

　
士

彪
同

書
の
一

七

〇

〜
一

頁

は
、

本

稿
と

お
な

じ

関
心

を

も
っ

て
、

遊

　

戯
文

学
と

押
韻
と

の

関
連
を

検
討
し
て

お

り、

お

お
い

に

啓
発
さ

れ
た

。

　

な

お、

本

稿
で

使

用
し

た

押
韻
作
品
の

文

例

は
、

主
と

し

て

『

文

心

雕

　

龍
』

諧
講
篇

や、

拙

稿
「
遊

戯
文

学
論

（
一

〜

十
二
）
」

中
の

も
の

に

あ

　

お
い

だ
。

 

六

朝
に

お
い

て

は、

押
韻

を
ほ

ど
こ

し

た

「

文
」

が
、

ほ

ど

こ

さ
ぬ

　

「

筆
」

よ

り

も
文

学

的
で
、

高
級
だ

と

意
識

さ

れ
た
こ

と

に

つ

い

て

は
、

　

拙
稿
「
六

朝

美
文
の

詩

化
に

関

す

る
一

考
察
−
詩
と

文
の

あ
い

だ

ー」

　

（
「
中

京
大

学

文
学
部

紀
要」

第
二

九

−
二

号

　
一

九

九

四
）

を

参
照

。

　

た
だ
、

詩

賦
に

し

ろ
、

頌
賛

や

碑
銘
に

し

ろ、

な
ぜ

押
韻
す

る

の

か
、

　

押
韻
す

る

と

ど

ん

な
文

学
的

効
果
が

発

生

し

て

く

る
の

か

−
等
の

本

　

質

的
な

議
論
を

し
て

ゆ
け

ば
、

そ

う

と

う

む
つ

か

し

い

こ

と

に

な
っ

て

　

こ

よ

う。

 

森
野

繁
夫

『

六

朝
詩
の

研

究
』

（
第
一

学

習
社

一

九

七

六
）

第
三

章

　

第
二

節
「
詩
の

制

作
に

加

え

ら

れ

た

制
約
」
、

鈴
木

修
次

「

六

朝
・

唐
代

　

の

和
韻
詩
の

変

遷
」

二

未
名」

第

三

号
　
一

九

八一．一
）
、

同

「
六

朝

時
代

　

の

懺
悔
詩
」

（
『

小

尾

博
士

古
稀

記
念

中

国

学
論

集
』

　
　【

九

八

三
）

な

　

ど
，

 
　
こ

の

聯
句

の

あ

そ

び

は
、

漢
の

武

帝
に

よ

る

柏
梁

詩
に

は

じ

ま
っ

た

　

と

さ
れ
る
が
、

六

朝
で

も
四

十

余
篇
の

作
例
が

残

存
し

て

い

る
。

向
島

　

成
美
「

六

朝

聯
句
詩

考
」

（

大

修
館
書

店

『

漢

文

教
室
』

第
一

四
一

号

　
一

九
八

二
）

を

参
照

。

 

唐
代
に

目

を

転
じ

れ

ば、

初

唐
の

娯
楽
ふ

う
な

小

説

『

遊
仙
窟
』

［
の

　
」

部
］

や
、

中
唐
の

遊

戯
ふ

う
な

韓
愈

「
送

窮
文
」

「
進
学
解」

な

ど
の

　

作
も

、

押
韻
し

た

文

章
で

か

か

れ
て

い

る
。

こ

う
し

た

唐
代
文

学
の

事

　

例

も、

押

韻
と

遊

戯
性
と
の

相
関
を

暗
示

す

る
も

の

だ

ろ

う
。

 

武

帝
の

到

漑
へ

の

発

言
に

お
い

て

は
、

前
後
に

「

因
り

て

［

到

漑
に
］

　

絹
二

十
疋

を

賜
え

り
」

や、

「
上
は

輒

ち

手
つ

か

ら

詔
し

て

［

到
］

漑
に

　

戯

れ

て

曰

く
」

等
の

語

句
が

あ

る

の

で
、

は

っ

き

り

冗

談
、

し

か

も

好

　

意
的
な
冗

談
だ

と

わ
か

る
。

だ

が
、

も

し

『

南

史
』

に

こ

れ

ら
の

周
辺

　

事
情
が

記
録
さ
れ

て

い

な
か

っ

た

ら、

こ

の

武
帝
の

ユ

ー
モ

ラ
ス

な

か

　

ら

か

い

も
、

到

漑
へ

の

軽

侮
の

情
を
の

べ

た
も
の

と
、

み

な
さ

れ
て

し

　

ま

う
か

も
し

れ

な
い

。

 

『

南
史
』

作
者
の

李
延

寿

は、
「
呉
均

不
均
」

云
々

の

発

言
の

あ
と

に、

　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　
ま

み

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
ニあ
れ

　

　「
［

病

遜
は
］

是
よ

り

疏
隔
せ

ら

れ
、

復
た

見

ゆ

る

を

得
る

こ

と

希

な

　

り
」

と
つ

づ

け
て

い

る
の

だ

か

ら
、

武

帝
の

発

言
は

冗

談
で

は

な

く
、

　

本

心

か

ら
の

も

の

だ
っ

た

と

理

解
し

て

い

た

よ

う
だ

。

た

だ
、

そ

う

し

　

た

後
代
史

官
の

理

解
が

、

肯
綮
に

あ

た
っ

て

い

る
か

ど

う
か

は
、

ま

た

　

べ

つ

の

話

で

あ

る
。

じ
っ

さ
い
、

何
遜
に

つ

い

て

は
し

ら

ず、

呉
均
の

　

ば

あ

い

は
、

こ

の

あ

と

も

武
帝
に

任
用
さ

れ

て
、

死
ぬ

ま
で

ず
っ

と

史

　

書
『

通
史
』

の

編

纂

に

と
り

く
ん

で

い

た

の

だ
か

ら
、

す

く

な
く
と

も

　

呉
均

に
つ

い

て

は
、

［

結
果

的
に、

で

は

あ
る

が
］

こ

の

発

言
は

か

る
い

　

冗

談
だ
っ

た

こ

と

に

な

ろ

う
。

こ

う
し

た

矛

盾
に
、

李

延

寿
が

気
づ

か

　

ぬ

は

ず
は

な

く、

か

れ

は、

武

帝
の

発

言
を

冗
談

と

み

な

す
べ

き
か

本

　

心

と

み
な

す
べ

き

か
、

判

断

に

く

る
し

ん

だ

こ

と

だ

ろ

う
。

だ
が

李
延

　

寿
は

け
っ

き
ょ

く、

本
心

か

ら
の

も
の

と

み

な
し

た
，

そ

れ

は、

ど

の
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よ

う
な

理

由
か

ら

だ

ろ

う
か

．

私

は

李
延

寿
の

執
筆
心

理

を
、

つ

ぎ
の

　
よ

う

に

推

測

す

る
。

す

な

わ

ち
、

こ

の

武

帝
の

発

言
は
、

冗

談

な
の

か

　
本

心
の

吐

露

な
の

か
、

確
定
し

に

く
い

、

そ

う
で

は

あ

る
が
、

こ

の

発

　

言
を

利
用

す

る

と
、

何
遜
後

半
生
の

不

遇
の

理

由
が

う

ま

く
説

明
で

き

　
て
、

何
遜
の

伝
に

は
つ

こ

う

が

よ

い
。

で

は
、

呉

均
の

矛

盾
に

は

目

を

　
つ

ぶ
っ

て
、

武

帝
の

発

言
を

本
心
の

吐

露
だ

と

解
し
、

何

遜

伝
で

、

後

　

半
生
の

不
遇

と

関

連
づ

け
て

叙
す
る

こ

と
に

し

よ

う

　

　
と

．

な

お、

　

清
水

凱
夫
『

新
文

選

学

　
文

選
の

新
研

究
1

』

（

研

文

出

版

　
一

九

九
九
）

　
で

も
、

武

帝
の

発
言
に

つ

い

て
、

つ

ぎ
の

よ

う
に

指

摘
さ

れ
て

い

る。
「

『

南

　

史
』

に

見
え

る

武

帝
の

『

呉

均
不

均
、

何
遜
不

遜
』

と

い

う
一

言

は、

　

ど
ち

ら

か
と

言

え

ば
、

そ
ん

な

に

重

大
な

も
の

で

は

な

く、

名

に

託
つ

　

け
た

軽
口

の

揶
揄
と

判
定

し
て

も

よ
い

ほ

ど
の

も
の

で

は

な
か

ろ

う
か
」

　

（
三

七

七

〜
八

頁
∀

。

 

六

朝
文

学
と

遊

戯

性

と
の

関
係
に

つ

い

て

は
、

つ

ぎ
の

拙

稿
で

の

べ

　

た
こ

と

が

あ

る
。

あ

わ

せ

て

参

照
し

て

い

た

だ

け

れ
ば
、

さ
い

わ

い

で

　

あ

る
。

「
六

朝
修

辞

主

義
文
学
の

遊
戯

性
を
め

ぐ
っ

て

（

上
）

ー
遊

戯
文

　

学
論
（

八
）

1」
（

『

中
京

大

学
文

学

部
紀
要
』

第
三

八

ー
三

号

　
二

〇

　

〇
四
）

、

「
同

（
下）

1
遊
戯
文

学

論
（

九
）

ー
」

（
同

紀
要

第
三

九

−
一

　
　

二

〇

〇
四
）

。

［

付
記
U

本
稿
は
、

平
成

卜
六

年

度
の

中

国

中
世

文

学
会

研

究
大

会

（
十

月
．

一
十

三

日

　
於

広

島
大

学
）

に

お
い

て
、

口

頭

発

表
し

た

も
の

を
ま

と

め

た

も
の

で

あ
る

。

当

目
、

有
益

な
ご

意
見

を
く

だ

さ
っ

た
か

た

が
た

に
、

あ

つ

く

御
礼
も

う
し

あ
げ

る
。
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